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M. M. ドブロトゥヴォールスキーの
アイヌ語・ロシア語辞典 ⚦

(カザン，1875 年)

M. M. ドブロトゥヴォールスキー著
寺 田 吉 孝訳
安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は，У（U），Ф（F），Х（KH），Ц（TS），Ч（CH）で始まる語 1254 語である。
本書には略語が数多く使われている。しかし，その略語がいかなる単語の省略かが明確に説明
されていないものが多い。下記に何の略語かが判明したものを列挙する。

1．本書p.19-p.30（I. Источники къ изучению айновъ и ихъ языка）で説明されている著作の略語

略語 略されている単語 書名など

Stral. Strahlenberg
⽝ヨーロッパとアジアの北東地域...（Der Nord-und
Oestiche Theil von Europe und Asia...）⽞フィリップ・ヨハ
ン・フォン・シュトラーレンベルク著，ストックホルム，
1730 年

Kr. Krasheninnikov
（Крашенинников）

⽝カムチャッカ地誌（Описание Земли Камчатки）⽞ステ
パン・クラシェニンニコフ著，サンクト・ペテルブルグ，
1775 年

Pal. Pallas
（Паллас）

⽝全世界の言語，方言の辞典（Сравнительный словарь вс
ех языков и наречий）⽞パラス著，サンクト・ペテルブル
グ，1790-1799 年

Brot. Broughton
⽝1795 年から 1798 年にかけての北太平洋への発見の航海
（a voyage of discovery to the north Pacific Ocean in the
years 1795-98），ブロートン著，ロンドン，1804 年

Lap. La Pérouse
（Лаперуз）

⽝ラ・ペルーズの世界旅行（Voyage de la Pérouse autour
du monde）⽞ラ・ペルーズ著，パリ，1797 年

Dav. Davidov
（Давидов）

⽝1803 年～⚖年に行われたクルゼンシュテルンのナヂェー
ジダ号およびネヴァ号での世界旅行（Путешествие вокр
уг света в 1803, 4, 5 и 1806 годах на кораблях Надежде и
Неве Крузенштерна）⽞(サンクト・ペテルブルグ，1812 年）
所収の⽛海軍大尉故ガヴリーラ・ダヴィドフが現地で集め
たサハリン島（原文のまま…訳者）南端に住む民族の言語
の語彙集（Словарь наречий народов, обитающих на юж
ной оконечности полуосторова Сахалина, собранный на
месте покойным Лейтенантом Гаврилою Давыдовым）⽜
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Langs. Langsdorff
（Лангсдорф）

⽝1803 年 か ら 1807 年 の 世 界 旅 行 か ら の 覚 書
（Bemerkungen aus einer Reise um die Welt in den Jahren
1803 bis 1807）⽞フォン・ラングスドルフ著，フランクフル
ト・アム・マイン，1812 年

Langs.は，以下の⚕つのグループに分類されている
Kamch. Kamchatkkij（Камчатский） カムチャッカのアイヌ（Ainu aus Kamtschatka）

Kur. Kurilʼskij（Крильский） 千島列島のアイヌ（Ainu aus den Kurilischen Inseln）

Mats. Matsmajskij（Мацмайский） 蝦夷のアイヌ（Ainu aus Jesso）

N. Sakh. N. Sakhalinskij（С. Сахалинский）
チョーカ東北端南部のアイヌ（Ainu aus N. O. Spitze von
Tshoka）

S. Sakh. S. Sakhalinskij（Ю. Сахалинский）
チョーカ南部のアイヌ（Ainu aus der Südseit von Tshoka）

Bal. Balbi
（Бальби）

⽝皇帝アレクサンドルに捧げられた全世界民族誌学地図，
すなわち，言語による古代，現代の民族の分類（Atlas
ethnographique du globe, ou classification des peuples
anciens et modernes dʼaprè leurs langues, dedié à S. M.
LʼEmpereur Alexandre）⽞アドリアン・バルビ著，パリ，
1826 年

Bal.は，以下の⚓つのグループに分類されている。

Kur.-Kam Kurilʼskij-Kamchatskij
（Курильский-Камчатский）

カムチャッカのクリル固有の言語（Kourilienne propre, du
Kamtchatka）

Mats. Matsmajskij（Мацмайский） 蝦夷語（Iesso）

Sakh. Sakhalinskij（Сахалинский） タラカイ語（Tarakai）

Klap. Klaproth（Клапрот） ⽝アジア博言集（Asia polyglotta）⽞クラプロート著，パリ，
1831 年

Klap.は，以下の⚓つのグループに分類されている。
Kam. Kamchatskij（Камчатский） カムチャッカで（auf Kamschatka）

Sakh. Sakhalinskij（Сахалинский） タラカイで（auf Tarakai）

Mats. Matsmajskij（Мацмайский） 蝦夷で（auf Jeso）

Pfits.（Pf.） Pfizmaier（Пфицмайер）
⽝アイヌ語語彙集（Vocabularium der Aino-Sprache）⽞アウ
グスト・プフィツマイエール著，ウイーン，1852 年

Fur. Furet
⽝日本列島と東タタールに関してのレオン・ド・ロズニー
への手紙（Lettres à Leon de Rosny sur lʼarchipel japonais
et la Tartarie orientale）⽞フューレ著，パリ，1860 年

Bil. Billings
（Биллингс）

⽝ジョー・ビリングズの 1785 年から 1794 年までの期間の
ロシアのアジア地域とアメリカの北方地域への旅行（Joh.
Billings. Reise nach nördlichen Gegenden vom russischen
Azien und Amerika in der Jahren 1785 bis 1794）⽞ザウアー
編
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Pt. Ptushkin
（Птушкин）

⽝アイヌの言葉をアイヌ語通訳のヂヤコーフを介して F.
M.デ・プレラドヴィチが口述筆記して作成し，その後，准
医師プトゥシキンによって増補された辞書（Словарь,
продиктованный Ф. М. де- Прерадовичу Айнами при
посредствѣ переводчика Аинского языка Дьякова и
дополненный послѣ фельдшеромъ Птушкинымъ）⽞

2．略語が何の省略かについて本書に説明はないが，本書 p.19-p.30（I. Источники къ изучению
айновъ и ихъ языка）にその著作が紹介されているもの

略語 略されている単語 書名など

Mos. Mo-sivo-gusa ⽝藻汐草⽞上原熊次郎著，1804 年

Nem. v Nem.
（в Нѣм.）

上記ダヴィドフの語彙集のドイツ語版である。
⽝東アジアとアメリカ北西海岸のいくつかの民族の言語の単語
集（Wötersammlung aus der Sprachen einiger Völker der
östlichen Asiens und der Nord-West-Küste von Amerika）⽞（ロ
シア帝国海軍船長 A. S.クルゼンステルンにより公表，サンク
ト・ペテルブルグ，1813 年）所収の⽛アイヌ，すなわち，サハ
リン半島（原文のまま…訳者），蝦夷，南千島の住民の言語の単
語 集⽜Wötersammlung aus der Sprachen der Ainoʼs, der
Bewohner der Halbinsel Sachalin, der Insel Jesso und der
südlichen Kurilen

v krit. v kritikye
（в критике）

⽝ダヴィドフ作成のアイヌ語単語集の批判的考察（Kritische
Durchsicht der von Dawidow verfaßten Wötersammlung aus
der Sprachen der Ainoʼs）⽞帝国科学アカデミー正会員アウグス
ト・プフィツマイエール博士（Dr. Aug. Pfizmaier）著，ウイー
ン，1852 年，哲学歴史部門学会報告 1851 年 12 月号より特別抜
粋

3．略語が何の省略かは説明されていないが，本書巻末付録 p.30-p.38（2. Выписки объ Айнахъ）
にその著作が紹介されているもの

略語 略されている単語 書名など

Shm. Shmidt ⽝サハリンへの旅行（Поѣздка на Сахалинъ）⽞

Shr. Shrenk
⽝レオポルド・シュレンクの科学アカデミー常設秘書官への手
紙（Письмо Леопольда Шренка къ г. Непремѣнному
секретарю Академіи Наукъ）⽞帝室ロシア地理学協会通報，
1857 年，第⚑巻

Bryl. Brylkin
⽝ブルィルキンのサハリンからの手紙より（Изъ писемъ г.
Брылкина съ Сахалина）⽞帝室ロシア地理学協会シベリヤ支部
紀要，1864 年，第⚗巻

Rud. Rudanovskij
⽝ルダノフスキィのサハリン島の地域概観（Обзоръ мѣстности
о. Сахалина. Рудановскаго）⽞1866 年 11 月⚑日，15 と 12 月⚑
日，No.21，22，23

(寺田吉孝 記)
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Uva, ⇒ va. ⚑．orova の省略形． Khyemata kotan-uva etsi aryegi? Mauka orova! ど
の村から来たのか？ マウカからだ！ ⚒．感嘆の na!の前の接頭辞(1)． Támbye
néjsiri an uva na! ほら，これらだ！ これらだと思う！

Uvandi. Dav. 励ます．
Uvanno asshyui. Dav. 再三．
Uvariva. Dav. 炉を焚く； ⇒ uarye および va.
Ubattye-ajno. Dav. 人混み，人波．

8080 Uvatti. Kl. Sakh. たくさん． Uvatty. Dav. たくさん．
Uvákhteno. （動）用意ができている； ⇒ vakhteno-an.
Uvyebigiri ishama. Dav. 知らない．
Uvyegari. Dav. 集める； Pf. によると， uekari, 集まる．
Uvyen. Kl. Sakh. 悪意のある．
─ ambi. Dav. 不幸； Pf. によると， uen-an-bye, 悪いもの．
Uvyenʼ. Dav. 悪く．
─ baru. Dav. 非難する．
─ darapf. Dav. 夢； Pf. によると， uetarap, 夢，夢見．
─ darapf nyeno. Dav. ねぼけた； 歪曲された言い回し； Pf. によると， uetarap-
nanu, 夢を見ている人の顔， uetarap⽛夢見⽜および nanu⽛顔⽜から．

─ di. Dav. ⚑．汚す．⚒．壊す． N： vyentye.
8090 ─ diva igashima ambi. Dav. 気絶．

─ kyeutomo. Dav. 悪い性格．
─ nishomapu. Dav. 悪だくみ． N：⇒ nisyoma.
─ no idakf. Dav. 非難する．
─ no karu. Dav. 縫い目をほどく．
─ no shíòmoki. Dav. 罪なくして．
─ ryera. Dav. 悪天候，逆風（⽛悪い風⽜）．
Uvyenʼi. Dav. 悪く．
Úvnisoro. （名）脇腹（人の）； úfnisoro とも言う．
Uvochuts. Dav. 鳥が交尾する（すべての生き物および人のための表現でもある）； ⇒
ochu.

Uvsomaryè, あるいは ufsomaryè. （動）懐に入れる．
8100 Uvsorò, あるいは ufsorò. （名）懐．

Uvtsikàm, あるいは uftsikàm. （名）ふくらはぎ（足の）．
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Úvtsiki, あるいは úvchiki, 黙っている；（恥ずかしくて）黙っている人． ─ makhnye-
kù, ものが言えないほど内気な女性．（同）píjo.

Ugagida iguva. Dav. 無茶飲みし始める． N： ⇒ okakyeta.
Ugaj. Mos. 不十分な，不完全な．
Ugájta, あるいは poni ugájta. （名）脱臼．
Ugakuva. Dav. 深くなく； ⇒ ogakh-va.
Ugakfu. Dav. 細かく，浅く． Dav. Nem. 小さな（⇒ ogakh）． ─ Ugakfu. Kl.
Sakh. 小さな．

Ugara. Mos. 頷く，賛成する．
Ugauga. Dav. 縫う； ⇒ ukauka.

8110 Ugaugava. Dav. 刺繍で飾る．
Ugyékota, お互い近くに，両側から． ─ nánkoro nuchà uchásʼkoma an. 昔ロシア人の
ところには双頭の奇形児がいた．

─ utorova mokorò, 隣り合って眠る．
─ chásʼkara, （ユルタの）屋根の穴の両側の板を開く．
Ugoiggokfu yakka. Dav. 商う．
Ugoigi yakka. Dav. けんかをする．
Ugoigukf. Dav. 値段をかけ合う．
Ugojigyu. Dav. けんか．
Ugosambikhayaj. Dav. 世界（平和）． N： ⇒ khau.
Ugu. Mos. 呼ぶ．
Ugû. Mos. （息を）吹く，（楽器を）演奏する． Ugu. Pf.（息を）吹く； ⇒ fugu
Ugiratsi. Dav. 等しい； Pf. によると，ukoratsi.
─ shambi. Dav. 無関心で．

8120 Ugurats. Mos. 賛成の； Pf. によると，同じ気分の．
Udapki. Dav. 継ぎ．
Udyekkuru. Mos. （ウデツクル），使者，使節．
U-i. Mos. 小詞，意味については， ⇒ u-e.
Ui-aba-karu. Mos. 婚姻関係を結ぶ，結婚する．
Ujvas. Kl. Mat. 雪．
Uigari. Mos. 集まる，人だかりができる，（人が）群がる； uekari とも言う．
Uidakusa guru. Dav. 罪のある（？)(2)； 原文では：vino(3)； Nem. undakusa guru.
Schuldig befunden.
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Ujdikuva. Dav. Pf. によると，uityeku-va（ui⽛相互に⽜，小詞 tyeku（中立的な意味を示

す）および小詞 va から）の代用かどうかは疑わしい．

─ itti. Dav. もって来る(4)．

─ omandi. Dav. 送る．（人を）派遣する．

Uidonangari. Dav. （向こうから・こちらから）～に向かって． Uidonangari. Mos.

出会う．

8130 Ujyè. （動）言い争う，罵り合う，論争する．

Uikatorinimba. Mos. 這っていく，手と足で進む．

Ujkisyù. （名）男性の名．

Újna. （動）拾い上げる（こぼれたものを(5)），集める（撒き散らされたものを）． Mos.

拾い上げる，集める．

Uín-kamuj. Kr. 悪魔．

Uirajniukyesh. Mos. 誓う，宣誓する，（とくに勝者として）同盟を結ぶ，（字義通りは，

お互いを（ただ）死んだままにしておく）； 理解，意識．

Úirivaki, あるいは ijrivaki. （名）男性のいとこ（単数），男性のいとこ（複数）．

─ korò, 男性のいとこ（単数），男性のいとこ（複数）．

Újrukye. （名）男性の名．

Úitasarye, あるいは újtasarye, （煙管を）交換する，取り替える．

8140 Uitásʼparye. （動）交換する，（煙管を）取り替える．（同）úitasarye.

Uitye-syesiba. Mos. 続く，つながる．

Uitonangari. Dav. 出会う； Pf. によると， i-e-tû-nankari, 迎えに行く． Uitonangari.

Mos. 出会う，誰かに出会う．

Ukájkirye. （動）からかう，まねてからかう．

Ukamukiri. Mos. 上機嫌の，陽気な，希望にあふれた．

Ukannyessi. Lapyer. 櫂（複数）．

Ukaò. （動）積み上げて山にする． Ni ─

Ukaoba. Mos. 乗せて山にする，集める．

Ukaoràj, 助ける（たとえば，溺れた者を水から引き出す）．（同）kásoraj.
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Ukaparyetà. （動）感染させる．（形）伝染性の． ─ arakà, 伝染病．

8150 Ukárarisʼ. （名）食用の実をつける花びらが六枚の赤い小さな花．

Ukari. Lang. N. E. Sakh. 斧． ─ Ukar. Kr. 斧． ─ Ukarʼ. Pal. 斧．

Ukásyeónyeka, ⇒ ikaónyeka.

Ukásuj, あるいは ukásyu, あるいは ikásyu. （動）手伝う，助ける（仕事で）．

Ukáta. （副）いっしょに，（お互いの）近くに，（お互い）隣り合って．

─ karà, （コップを）一列に並べる，互いの近くに置く．

Ukau. Dav. 脇に片づける； ⇒ uka-ò

Ukáuka, あるいは suukáuka. （動）縫う，縫い合わせる．

Ukákhkoro. （動）（化け物が）姿を変える．（同）voyakákhkoro.

Ukyèm-goosù. （動）死にそうな人を助ける（nanigonʼkotraj ─），たとえば，溺れかけてい

る人，荷ぞりに押しつぶされそうな人を．

8160 Ukyénno. （動）～を守ってやる，～を気の毒に思う． Po─.

Ukyep. Mos. 木製の匙．

─ ni. Mos. 木の名．

Ukirashaku. Dav. 力のない； ⇒ kirokhsakh； Pf. によると，okira-shaku から．

Ukísʼma. （動）（人を）抱く．

Ukkanni. Mos. （ウツカンニ），木の名．

Ukò, 相互に，お互いを，お互いに等．（動）（山に）積み上げる．（副）いっしょに． ─

Snyéjta okhtà ukò, ひと山に積み上げる（まとめていっしょに）． Mos.（iko とも言

う），小詞 uおよび ko からなり，協同行為を表す； 動詞の前に置かれる； 協同行

為の概念はしばしば完全に失われ，その場合，この小詞は単に transitivum あるいは

行為の対象との関係を示す．他動の意味は，主語がない場合，動詞に移る場合がある．

この際，完全に中立的な意味あるいは被動の意味が生じる．

─ ajno buri koru. Mos. 横柄である，字義通りは，人の前で一人前の顔をする；Uko の

前に時に i がくる； 尊敬すべきである，深く尊敬されている．
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Ukò-ba. Mos. そのような，似ている，類似の，ふさわしい．

─ bavasi. Mos. 議論する，言葉で争う，けんかをする，罵り合う．

8170 ─ bikini. Mos. 知り合いである，親しい，誠実である．

─ buri. Mos. 相違，違い（おそらく：他とは違った様子）．

─ vyeusi. （動）飲ませる．

─ gobi. Mos. 誰かと別れる，離れる，（乗り物で）去る．

─ j, 相互に，いっしょに； 複合語では uko および uの語形に短縮される．また，そ

れらは音韻変化の規則に従って，しばしば iko および i に変化する．（名）双生児．

─ ibisi. Mos. 尋ねる； uko-ibish とも言う．

─ igokákhtsi. （動）買う．

─ igokújka, 他の人からもらって煙草を吸う． ─ igokújka antrò, （お前の煙管で）一

服吸わせてくれ．

─ j ikù, あるいは ukye-iku, 同じ煙管で交互に吸う（ちょっとずつ）．

─ jki. （動）殴り合う． Ukojkiuyu. Kl. Kam. 殴り合う． Ukójki-útara, 殴り合っ

ている者たち． Ukojki. Mos. 殴り合う，罵り合う．

8180 ─ jómarye. （動）他の人に（ワイングラスに）一杯注ぐ．

─ jochíba. （動）手から手へ投げ渡す（ボールを）．

─ iramu. Mos. そのような，似ている，類似の．

─ iramuno. Mos. いっしょに，一致して（副詞）．

─ irúsʼka. （動）互いにむかっ腹をたてる．

─ itakka. Mos. 話をする． Nep ─, 彼らは互いに何を話しているのか？

─ jtaku, あるいは ukòj-itáku. （動）互いに話をする．（名）会話，話し合い． Uko-

itaku. Mos. 話をする．

─ jtak あるいは─ jtakh, 前述の二語の短縮形．（名）会話，話し合い．

─ kántama. （名）偽造，詐欺． Uko-kántama ujtásarye, こっそり取り替える（良い物

を悪い物に）．
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Ukò-kara. Úkokara gon, 妊娠させる． Án-u-kokara gon, 妊娠する（まだ出産したこと

がない女性が）． Úkokara po, 子供をつくる（出産したことがある女性が）．

8190 ─ marákhto ki, もてなす，ご馳走をする．

─ mína khyétsirye, じゃれ合う（けんかではなく，痛くない）．

─ muj あるいは ikómuj. （動）シラミを探す（他の人の）．

─ noye. Mos. ひっくり返っている，回る，回転する，巻きつく，縮れる．

─ nojyè. （動）（糸を）いっしょに巻く，（縄を）綯う，縒り合わせる．

─ obi-oman. Mos. 別れる，場所から離れる．

─ omboki. ─ Ukò omboki itàkh, ささやく（他の人に），ささやき合う．

´ ─ patsisʼ. （地）イノスコマナイ（Inoskomanaj, Иноскоманай）とチェピサニ（Chyepisani,

Чеписани）の間にある崖から割れて離れた二つの石．

─ pisì, あるいは単に pisì（pishì）．尋ねる，詳しく尋ねる．

─ piyánu. （名）歌好き．（形）話好きな，陽気な．

8200 ─ po. （名）双生児．（同）ukokhyekátstsi. ─ Uko po asínʼkye, あるいは uko po nu,

双子を産む．

─ rajba. Mos. もぎ取る，摘む（とくに果実を）．

─ ramosi. Mos. 互いに同じ見解を持っている（uko-ramu-usi の代わりの表現）； お

互い同意している，互いによく尽くす．

─ ramu, 相互の気分，相互の同意（複合語で）．

─ ramuan. Mos. 同意する，許す，述べられたことを理解する．

─ rámu pírika, 温和な，けんか好きではない． Ukoramu pírika útarye, 温和な人々．

Ukoramu vyen utarye, 好戦的な，けんか好きな人々．

─ ramu tasha. Mos. 復讐する，敵意に報いる．

─ ramu-khajta, 合意の不足．

─ ramu khankye, 平和を乱す（たとえば，じゃれあっているときに，ルールに従わず

に，強く殴り合う場合）．

─ rari. Mos. いっしょに，お互いに．

─ raukye. Mos. 離れる，遠ざかる，誰かに背を向ける．
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8210 Ukò-ratsi. Mos. 賛成の；いっしょに，互いに；同じ，等しい．

─ rukhma. （名）男性の名．

─ sarajyè. （動）（獲物を）互いの間で分ける． Usámbye ─, 互いの間で財産（遺産）

を分ける．

─ sinà. （動）つなぐ（いっしょに）．（名）（衣服を）締めるもの．

─ sinò, 睦まじく（けんかする）．（同）ukomína.

─ takúfnye. （形）短い． ─Uko takufnye-ninʼ. 肥大したあまり大きくない腺．（同）

takúvpye. Ukotakúfnye tókhkoryu, 短い徳利(6)（たとえば，インクつぼ）．

─ tama. （同）kótama. （動）付け加える，など．

─ tisyeruukókhte, あるいは ukotishyeruukókhte. （動）互いに道を敷く，歩み寄る，知

り合いになる．

─ túvte. （動）固定する，貼り付ける（木片を）．

─ ´ unchi. ─ Ukó unchi úsʼku vyeryè, あるいは ukóunchi usʼku tusù, 火を使わずに

シャーマンの儀式を行う．

─ usarajyè. （動）（獲物を）互いの間で分ける．

8220 ─ khyekátstsi. （名）双生児．（同）ukopo. ─ Ukò-khyekátstsi asínʼkye, 双子を産む．

─ khyemakà, 和睦（和解）がなる； （つかみ合いのけんかの後）和解した．

─ khyemakarye, 和解させる，仲直りさせる，仲裁する．

─ khpokye. （名）互いに支えあっている，また，ともに支えている桁組み kitájoma.

─ chaagkaníukyesʼ. （動）互いに asímpye を要求する． Uko-chaagkaníukyesʼ-ájnu,

互いに支払いを要求している者，相互に腹を立てている者．

─ charuukókhte. （動）親しくなる，仲良くなる（たとえば，けんかの後で）．（同）

ukotishyeruukókhte.

─ chûpkye. Mos. （植物が）太陽によって弱められているように萎れる，枯れる．

─ shyeshki-nin. Mos. 和やかである（字義通りは，互いに閉じる，減少する），─知り

合いである，友好的である，誠実である．

─ etásarye. （動）交換する，交換し合う；取り替える，取り替え合う．

─ ekhánkye. （副）互いに近くに． ─Ukò-ekhánkye-mósiri, 互いに近くにある島々．

8230 ─ yurushka. Mos. 下準備，処理．
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Ukò-yajburi. Mos. 上手な，巧みな話し方．

─ yajryenka. Mos. （～は）勇ましい，勇敢である．

Uku. Mos. 呼ぶ．

Ukúvsye. （動）吃る． ─ ájnu, 吃り（の人）．

Ukura. Kl. Mat. 夜．

Ukuramo-vyénte. あるいは，より正しくは ukoramu-vyénte. （動）反乱を起こす，～に

対して敵意を起こさせる，社会の平穏を乱す．

─ ájnu. デマを流す人，暴徒．

Ukuràn. （名）夜． Kl. Mat. 夜の時間，夜に； （反）niyáto. Tan ukuràn, 今夜．

Oya ukuràn（省略形は oj ukuran, あるいは joj ukuran），次の夜に，明日の夜に．

Úkuru. （動）暖める（火の側で手を）． Pt. 燃料．

Ukurúpye, あるいは ikurúpye, ヒル，フィラリア．

8240 ─ guf. （名）炎症性の腫れ（ukurupye に刺されたような）．

─ sumà. （名）多孔性の石灰岩．（同）sojyè-sumà

Ukurushiutukye. Mos. （ウクルシュ㽜ケ），お互いに全力を傾ける，お互いに努力する．

Ukusi-ukusi. Mos. （ウクシウクシ）（ukush-ukush とも言う），行進する，進む，旅をす

る．

Ukusʼpye. （名）小さな酒盃．（同）sóuturun-múki.

Ukuturu. Mos. 境．

Ukf. Dav. （私は）持っていく．

Uk. ukò の省略形． Kl. Kam. （uhk），持っていく．

─ igòkh, 商品を交換する，ある人のところで買う，あるいは売る： 買う（igòkh ─⽛売

る⽜の反対語）

Umà. （名）馬，牡馬；日本語では ´mma（コルシュ（Korsh, Коршъ)(7)）．

─ ò， 馬に乗って，牡馬に乗って（行く）． ─ò-eipàkh, 馬に乗るのをまねる，棒に跨っ

て走り回る（子供たちが）．

8250 ─ tónkoryu. （名）バイオリン．

Umandiva an guru. Dav. 嫉妬深い．

Umatsiriváki, あるいは─ korò, 女のいとこたち．

Umnye. Pal. 鯨．
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Umontásʼpa. （動）互いに同じことで応じる（たとえば，取っ組み合いには取っ組み合い

で），お互いに復讐する． ─ ajnu. （同）irutásʼpano ajnu.

Úmsuipye. Kr. クラシェニンニコフ（Krashyeninnikov, Крашенинников）自身は見た

ことがなかった魚

Umu. Mos. ドクムギ，ムギセンノウ．

Umumbi. Kl. Sakh. ズボン． Dav. ズボン； Pf. によると，omu-un-bye⽛足（脛）の

もの⽜の省略形 omumbye.

Umurájpa, omurájpa は誤り．（動）アイヌ式に手で挨拶を交わす．

Umurui. Mos. 夜に強奪する，襲う．

8260 Um. Kr. Lang. Kam. 雷． Umʼ. Pal. 雷．

─ ájnu, 舵を操る人．

Úna. （名）灰，燃えかす． Kl. Sakh. ─ Balʼb. Mat. Kl. Sakh. 父親． Mos. 母親．

Dav. お父さん（マツマイ島で）； 父親，灰，燃えかす．

Unarabye. Mos. 乳母，（この語の影響で，Pf. は，unu⽛母親⽜を una と書いている）．

Unárakhpye. （名）おば．

Unarpye (ūnărpeh). Kl. Kam. おば（母方の）．

Unàsʼ. （副）いま，今すぐに． ´ ─ ˘ ku eki gi, 私はいま来たところだ．

Únakhpye, あるいは únarapye, ⇒ unárakhpye.

Unashakpi. Dav. 孤児．

Unashinu. Dav. 鋭い理解； Pf. によると，おそらく onashi⽛頭骨⽜と小詞 no から．

Unashkye. Dav. 説得する．

8270 Unbini. Mos. 疑う，疑い深い，疑わしく思っている； unbipika（ウンビビカ）とも言

う．

Unbiruma. Mos. 好奇の目で見る，すっかり見抜く，こっそり見る，同じく何かを秘か

に聞く．

Ungriva. Dav. ～できる，～する能力を持つ； Pf. によると，onnyerye および va；

Nem. unyeriva.

Ungutuku. Mos. 脂肪あるいは油．

Unda. Kl. Sakh. 船尾． Dav. 船尾． Mos. ─ Pf. によると，un と ta から， ⇒

nanda.

Undaru. Dav. 樽．

Unddzh (und) - (i). Kl. Sakh. Balʼb. Mat. （undji），火．

Úndzhi, ⇒ únchi, 火． ─ Lang. Mat. S. Sakh. N. E. Sakh.
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Úndzhi-kima. Dav. 燃えさし． Mos. untyekyema あるいは abyekyes, 薪の発火（誤っ

て）．

─ uvari. Dav. 火をおこす．

Undzhyu. Dav. 火． Unyeshi. Lapyer. (hounéchi), 火．

Undi. Lang. S. Sakh. 手．

8280 Undsikoronaj. （地）トコムボ（Tokombo, Токомбо）の南方にある小川と日本人の村．

Undshi. Mos. 火（ウンジ）．

─ kyema. Mos. 火をつける，火をおこす，焚く．

Undshibo. Mos. 火．

Únye. （名）蚊．

Unyeganye. Dav. 同じく； ⇒ unyekanye.

Unyéjno, 稀に inyéjno, どちらでも同じことだ，同じこと．（形）似ている，同様の．

─ an kakhkorò ajnu, 顔が似ている．

Unyeno. Mos. いっしょに； 同様の，同じような．

─ on guru. Dav. 似ている．

Unyeriva. Dav. ～する能力がある； ⇒ ungriva.

Unyeu. Mos. ヒトデ； アザラシの腎臓，海産物．

Uni. Mos. 小さな丘，丘．

Unikorosʼ-amà. Itánʼki uníkorosʼ amà, 椀を別の椀に重ねる

8290 ─ sátsi, 重ねた皿（食事のとき ─ 浅い皿や深い皿）．

Uníkorusì, 次々に重ねる（コップを別のコップに，椀を別の椀に）．

Unino. Mos. 等しい，同様の； unyeno とも言う．

Unino an. Dav. 同様に． Mos. 等しい，同様である（unyeno an とも言う）．

Unino shiomo an. Dav. 同じでなく，異なって． N： unyejno somo an.

Unipf. Dav. 蚊； ⇒ unye.

─ ramuchopki. Dav. Nem. 蚊． ─ ramochopki. Kl. Sakh. 蚊； ⇒ tramu-

yukhkye.

Unískye. （動）急がせる． Utásʼpa ─, せきたて合う．

Únkayo, únkayu あるいは unkamyè. （名）人食い（人種）．

Unkyeraj. Mos. 褒美を与える（kyeraj⽛慈悲，庇護⽜から），慈悲を受ける．
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Unkyeshkye. Mos. 望む，要求する（kyeshkye⽛火をつける⽜から）； 嫉妬深い，うらや

ましがる； 感謝する．

8300 Unkorye. Mos. 貸す，提供する，与える； ⇒ enikorye.

Unkutup. Kl. Kam. 樹脂．

Unnagi. Dav. 内部に．

Unnishkye. Mos. （ウンニシケ），連れて行く，運び去る，持ち去る，取る．

Unnuyeivo (ûhnnŭeivŏ). Kl. Kam. 狭い，窮屈な．

Unnuchívka. （動）目を細める．

Unta. Mos. 船尾（⇒ un-shamu-ita），船の後部； unda とも言う．

Úntara. （動）住む，暮らす．（名）住民，住人，人々．

Úntakh. （動）呼ぶ，招く（客に）．

Úntra. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 2½露里にあるアイヌと日本人の

混住の村．

Úntrinʼ. （名）男性の名．

8310 Únu. （名）母親． Dav. unu, 母さん，母親．（動）unù, 筬（おさ）に通す． Akh-`,

糸を筬に通す． ⇒ yuunù.

Unuyè. （動）（唇を染める際，そのかき傷に）釜の煤を塗る，máchiri unuyè； ⇒

sinuyè

Unukara. Mos. ogonno shiomo unukara という言い回しの中で：，私は長いことお前に

会わなかった； 見える．

U-nukaru. Mos. 見る，見える．

Unuma. Dav. Unumani. Kl. Sakh. 晩． Dav. ─ ⇒ onuman.

─ shirikunniva. Dav. 輝きを失う（原文では tirikunniva）．

─ ebi. Dav. 昼食，食事．

Unumanin anguru. Dav. 夕方ごろ； Pf. によると，onumani nangoro（nankorô とも言

う）きっと晩になるだろう，あるいは，晩になるかもしれないだろう．

Unumano ebi itoguta. Dav. 昼食（食事）の前に．

Unts pashʼ pashʼ. Dav. ほこり．

8320 Uncha-kina. Mos. 穀草植物の名．

Únchi, úndzhi とも言う．（名）火． Unchi. Fyur. 火

─ ináu, 火の神に捧げられるイナウ（inau, инау）．

─ kamùj. （名）火の神．（同）tsiárye-kamuj および tsiárye-gutsì.
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Únchi-karà. （動）（火の上で）焼く

─ kúsuri, ⇒ ánchi.

─ máu. （名）炎，熱． Unchi mau yukhkye, 強い炎． Unchi mau isyam, 炎がない，

炎が消えた．

─ nì. （名）サンザシ； 黒い実は甘く食用（苦い種子（pi）を除けば）； この木には

棘がある； 実は熊が好む．

─ pàsʼ, あるいは─ pasʼ pàsʼ. （名）灰．

Unshamuita. Mos. 船尾の板； 船尾．

Un. Mos. 生格の印； 元々は船尾を意味する（⇒ unta），さらに，追加や直接の結果

を意味することができる； 語頭では⽛移行⽜を意味するようである； 動詞の語末

では⽛行為の継続あるいは完結⽜を意味するようである． I-karaku-ne-guru nep ita-un,

この甥たちは互いに何を話しているのか？（ita-un は itaku-un の省略形）．

8330 Unékanye. （副）向かい合って，vis-á-vis

Uogokino. Mos. 徐々に，少しずつ．

Ukono-ikye. Mos. 植物の名．

Uoma (ūŏmăh). Kl. Kam. 友．

Uómarye, あるいは uómari. （動）（出発に際して身の回りの物を）片づける，栓をする，

詰める． Mos. 運びこむ，片づける（食事の後，テーブルから酒盃，皿を）．

Uomojnu. Mos. なじんでいる，打ち解けている，誠実である．

Uomokkur. Kl. Kam. 友情．

Uopómpa, 次々に，一列になって． ─ omàn, 一列になって行く．

Uori. Mos. 堀，用水路； ori⽛掘る，掘り返す⽜から，（uvori ウヲリとも言う）．

Úosi, 関節．

8340 ─ póni, 関節の骨，たとえば，carpi（手首）の骨．

─ úturu, 関節（骨と骨の間の）．

Uòkh-posórye, 突き抜く； ⇒ posórye.

Uoshye. Mos. （ウヲセ），吠える，吠える，吼える（？），（牛などが）もーと啼く．
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Uoyà-múfte, ⇒ oyà および voyà.

Upakannashkì. Kr. 真夜中．

Upákannoski. （名）真夜中．

Upára. （動）煤だらけになる．

Upas (upāss). Lang. Kur. Kl. Kam. 雪．

Upákhno. （形）等しい．

Upashi. Lang. S. Sakh. 雪． Úpash. Kr. Lang. Kam. 雪． Upashʼ. Pal. 雪．

Upípi. （形）互いに近い．

8350 ─ ipyè, 絶えず食べる．

─ mósiri, 互いに近くに散らばっている小さな島々．

Upípisʼponye. （副）絶えず，頻繁に．

─ ipyè, 絶えず食べる．

Upis (ūpyhs). Kl. Kam. Lang. Kur. Balʼb. Kam.─ Kur. 数詞の 10．

Upòkh. （名）戦い，（動）戦う．

Upùn. （名）⇒ ubùn. （動）はねかける，顔を打つ（風が）． Otà upùn, 砂が目に入る

（強風の際に）． ─（名）吹雪．

─ yúfkye, 強風をともなう吹雪．

Upshioro. Mos. （ウプシヨロ），懐（ふところ）（der Schooɮ）． ─（Abashiri kotan

upshioro rokye. Mos. アバシリの地の奥に）； 衣服の襟あるいは首の部分； 境界

（前述の意味から）．

─ omarye. Mos. 胸に押し付ける，抱える； 字義通りは：衣服の襟の部分に入れる

（ウプシヨロヲマレ）．

8360 ─ rokye. Mos. 境界の内部で．

Up. Mos. （ウフ），白子（魚の）．

Urà. （名）打撲．（動）打撲傷を負わせる．

─ ura. Mos. 植物の名．

Uràj. （名）編み垣，簗（やな）（魚を捕獲するために川に置かれている）． Kl. Kam. 霧．

Urajbausi. Mos. 日本語の bò-fû(8)に似た植物の名．

Urajgi. Mos. 取っ組み合いのけんかをする．

Urajkiye. Mos. 取っ組み合いのけんかをする（元々は：互いに殺し合う）．
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Urájki, より正しくは utrájki. （動）他の者を（人を）殺す，戦う．（名）戦い．

Urájnekina. （名）薬草（食用，しかし食べる人はほとんどいない）．

Uráka. （名）肝臓（魚のもののみ）． Kl. Kam.（ūrāhkă），肝臓．

Uralatkíva. Pal. 赤く．

Urámpakhte. （動）脅す．

8370 Urámpoye. （動）甘やかす，ふざける（娘の裾をつかむ）； ⇒ kísʼma.

Uramua. Lang. S. Sakh. 低い． Dav. 低く； ⇒ oram-va

Uramusshyuu. Dav. 小さい釜； ⇒ oram-su.

Uram-khájta, あるいは tram-khájta. （副）理性を失って，よく考えないで．

Uránkarabarye, あるいは uránkaraparye. （名）アイヌの（大きな(9)）挨拶を交わす方法．

（動）この方法で挨拶を交わす（しゃがんで）．

Uránkara-kara. （動）親しくなる，仲直りする．

Uránuv. （名）仲間，友．（動）友達になる．

Úrara. （名）霧． Lapyer. （hourara），空，天空．

─ aun. Lapyer. （hourara haûne），雲（複数）．

Urárye, あるいは urà. （動）打って痛める．（名）打撲． Kyemà ─, téki ─, 足の打

撲，手の打撲．

Urári. （名）茂み（森の）． Lang. S. Sakh. Kl. Sakh. 雲（単数）． Dav. ⚑．空気．⚒．

雲（単数）．⚓．脱臼する，～の関節をはずす． Mos. 霧．

Urari an. Dav. 曇っている．

8380 Urariats. Kl. Sakh. 霧． Dav. 霧； Pf. によると，ウーラリアツ， urariats, 霧に覆

われて， urari⽛霧⽜および ats⽛襲う⽜から． N： asʼ ─ 発生する．

Urarui. Mos. 小さな淡水魚の名．

Uratak (ūrătăk). Lang. Kur. Kl. Kam. 雲（単数）．

Úratatkiva. Lang. Kam. 赤い．

Úratatkikananu. Kr. 黄色い．

Úratitkiva. Kr. ～が赤い． Pal. 赤く．

Uraukyetuba. Mos. 応対ぶり，態度，関係．

Urye. Mos. 足．

Uryeákhkutsi. （名）tarsi（足根（骨））の部分．

Uryebokye-chupp. Mos. ⚑年の⚘番目の月．

8390 Uryebokitámbye. （名）10 月．
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Uryej. Mos. 魚を獲るための道具にあるフォーク状の竿．

Uryéjkyesʼkoro, 死者の名を得る（字義通りは：変わらない名を得る； ⇒ trye, kyésʼva

および korò）； ⇒ okono および kajno.

Uryéitekhkonúmpa. （動）両手で圧迫する．

─ áni trájki, 手で絞め殺す．

Uryemyekka. Mos. （ウレメツカ），足の指の爪．

Uryénasʼkoro, （動）手のひらで受ける（uryèj-así-kinye-korò から）．

Uryenniva, 両方，どちらも； 両側から．（同）ugyékota.

Uryénʼka. （名）同意，合意，平和； ⇒ tryenʼka.

─ rye, 同意させる，同意する； 勘定されたものを間違いないと認める（脇へのけて置

く）． Itakh uryenʼkaryè, 言葉で合意する（話し合いの中で）． Kámpye uryenʼkar-

yè, 書かれたものを点検する（線を引いて誤って書かれた語を消して，訂正された語

を書く）． Pt. 説得する．

8400 ─ khyemakà, 条件が整った，合意がなった．

Uryénʼkoasi. （動）胡坐をかいて座る（アイヌのしきたりに習って）．（同）uchínʼkorasʼ.

Uryepo. Mos. 足． Lapyer. 足の裏．

Uryepok (ūrehpŏk). Kl. Kam. 足の裏．

Uryéskye. （動）育てる； ⇒ tryéskye.

Uryétukono. （動）長座して（足を）しびれさせる，寝ながら身体で圧迫して（手を）しび

れさせる．（名）（しびれて）ぞくぞくすること，（長座して）しびれること．

Uryékhryeku. （動）推量する．

Uryétsi. （名）赤いナマコ．

Uryeshiba. Mos. 抱く，懐に入れる．

Urì. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の北方 40 露里にある小川（およびアザラシを捕獲す

るための村（Shm.））．─ Mos. 毛皮，毛皮（加工された）．

8410 Urivákhnye. （名）双生児．

Úriki, あるいは úruki. （名）シラミ．（同）trási. Kl. Sakh. シラミ． Dav. ⚑．シ

ラミ．⚒．シラミだらけの Mos. シラミ（uruki とも言う）．

Urìlʼ. Kr. ヒメウ（鳥）．
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Uringa. Dav. 準備しておく． N．

Uringava. Dav. 用意ができている． N．

Úriri. （名）ヒメウ（首の長い黒い海のカモ）． Mos. ヒメウ．

Urottsi. （地 Shm.）オロケス（Orokyes, Орокесъ）川の南方にあるエヌントマリ

（Enuntomari, Энунтомари）の小さな入江にあるアイヌの村；さらに南方にある川．

Urù. Lang. N. E. Sakh. 人． Mos. 毛皮，毛皮（加工した）．（地）カルサコフ（Karsakov,

Карсаков）の西方 57 露里にある川およびアイヌの村．

─ iruyè, あるいは urù-eruyè. （動）挨拶を交わす．（同）umurájpa.

Urukàj, あまり～でない，永遠にというわけではく． ─ omàn, しばらく去る（たとえ

ば，島から）； なんとなく，用事もなく； 長期の予定ではなく．

8420 ─ asinʼ-ova! ちょっと出て来い！

─ omàn, ぶらつく，これといった目的もなく，特別な必要もなく出かける．（同）yaj-

asìnʼ.

Urukkyeu. Mos. 海の貝の一種の名．

Urukòj. （名）背に星のない右カレイ； ⇒ símon-chyeb および kháryeki-chyeb.

Urupiruka. Dav. 息災に暮らせ． N： ⇒ uru-erue.

Urupp. Mos. 赤いサーモン； ウルプ（Urup, Урупъ）島．

Urup. Kr. 21 番目のクリルの島（ミッレル（Millyer, Миллер）の計算では 20 番目）．

Úruru. （名）岸，はずれ，溝（排水のための）．

Urushiushpi. Dav. 物； Pf. によると，oroshi-ushpye＝oroshibye⽛指図⽜のようである；

⇒ oruspye.

Urù-eruyè (uru-iruyè, urù-ruyè). （動）挨拶を交わす（出会った際に）．

Ur. Kr. 衣服．

8430 Usà. （名）燃えている炭．

Usaj-etokogò, あるいは usʼ-etokò, （棒，丸太などの）先．

Usájkara. （動）（誰かを）からかう，嘲笑する．

Usámbye. （名）世帯道具，家具； （粗）usaámbye

─ korò ájnu, 裕福な人（貧しくない）．

─ okàj, 大世帯，富．
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Usámbye okàj ájnu, 金持ち．

─ ukosarajyè, 互いの間で財産（遺産）を分ける．

─ eukójtakh, 家政についての交渉．

Usámusi. （動）叩いて接合する（板を）．

Usánta. （副）隣に，すぐそばに，近くに． ─ okàj, 隣に住む．

8440 Usanto. （名）玄関の間．

Usarajyè. （動）互いの間で分ける（獲物を）； uko-usarajyè とも言う．

Usárye. （名）北東風（トブチ（Tóbuchi, Тóбучи）にとっては湖のみのうねり），北風（koj

isyam）．

Usátokhni (usátukhni), あるいは usátufpye. （名）燃えた炭をつかむ箸（喫煙の際の）

Usat (usăth). Kl. Kam. 炭．

Usákhpa. （形）違った，いろいろな．（副）いろいろな場所で，四方へ． ─kamùj, い

ろいろな神々． ─ okàj, 別々に，いろいろな場所で暮らす． ─ omàn, 別れる，

方々に散る（祭りから）．

Usákhtramo, あるいは usákhtramu,より良くは tramu-usakhtramu, あるいは tram-

eusàkh. （動）疑う，心配する，嫌疑をかける．（名）疑い，嫌疑，心配．

Usats. Kl. Sakh. 炭（燃えている，あかあかと燃える）． Dav. 火のついた炭． N：

usakh(10)によって，つまり日本語の正書法によって説明できる．

Ûsye. Mos. 暖める，熱くする．

Usì. （動）塗る． Kye usì, 軟膏を塗る，色を塗る，漆を塗る．（名）封蠟，蠟，漆．

Mos. 流れ． Mos. usi (ush あるいは us)は⽛広い⽜という形容詞の意味を持ち，動

詞としては⽛大きくなる，広がっている，達する⽜を意味する；小詞として使われる

と，支配や囚われを意味する形容詞をつくる； しかし，時に動詞あるいは名詞の意

味も帯びる； 特質を意味する小詞．

8450 ─ amà, あるいは─ ivánkye, 封印する（手紙を）．

─ karà, 色を塗る，いろいろな色で塗る（家を）．
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Usì-kokári, 蠟を塗る（kirò ─）． Urusi-no-ki は，日本語で⽛漆の木⽜を意味する（コル

シュ（Korsh, Коршъ））．

─ póni. Pt. 手首の骨．

Usikkaraparye. （名）強い，心からの気持ち．

Usi-ooj. Kl. Mat. 男性の使用人，女性の使用人．

Usirábukunu. （動）（富，権力が）ひけをとらない．（形）同じ力の，お互いに勝つこと

ができる． Utásʼpa ─, お互いにひけをとらない，同じ力の．

Usiránkora-utara, 親戚，同族．

Usiránkorye, 親戚，同郷人．

Usísʼpon. うつ伏せに； 顔を下にして． ─ ne, うつ伏せに横たわる． ─ khátsirye,

うつ伏せに倒れる．

8460 Usiug (ûsiug). Kl. Kam. 男性の使用人，女性の使用人．

Usíkhu. Kr. 下男（下女）．

Uska. Kl. Kam. （火・明かりを）消す．

Usnigaru. （地）Byelk. クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 159 露里にある小川および

アイヌの村； シュミット（Shmidt, Шмидт）ではウンドゥシコロナイ（Undsikoronaj,

Ундсикоронай）．

Usónkye. （名）女性の名．

Usónnaj. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 3½露里にあるアイヌと日本人

の混住の村．

Uspyè. （名）塞ぐこと，閂，栓． Abà-uspyè, 戸（スライド式の）． Sabà-uspyè, ⇒

sabà； koro および guru を比較のこと．

Ussu. （地）⚑．クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 43 露里にある岬． ⚒．クスナイ

の北方 98 露里にあるアイヌの村． ⚓．クスナイの北方 102 露里にあるアイヌと日本

人の混住の村．

Ustomonaj. （地）─ pu. （地 Shm.）dʼ Estaing 湾にある日本人とアイヌの混住の村．

Ustoski. （地 Shm.）dʼ Estaing 湾の岬．

8470 Usugumonajbu. （地）クスナイの南方 209 露里にある小川．

Usurì. Byelk. Ussurì. （地）（あるいはヴェントゥヴェサン（Vyentvesan, Вентвесан），

クスナイの北方 97 露里にあるアイヌと日本人の混住の村．

Úsurkuma. Kr. 樹木のない山頂．

Usuru. （地 Shm.）（Ussuru），サハリン西岸の dʼ Estaing 湾，ウスロ（Usurò, Усурò）

湾．
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Usúskye. （動）震える（寒さで）．（名）震え，ひどい悪寒； usúsʼkye とも言う．

Usshka. Dav. （火・明かりを）消す．

Us, あるいは ush. Mos. ⇒ usi. 小詞として． Dav. 履物をはく．

Usʼ. （動）消える，終わる，履物をはかせる． Kirò usʼ, 長靴をはかせる．

─ ka. （動）（火を）消す，（ろうそくを）吹き消す．

─ kusu an, 身につける． Kirò úsʼ kusuan, 長靴をはく．

8480 ─ etokò, あるいは usaj-etokogò, （棒，丸太の）先．

Úsʼkuj. （名）肛門．（同）sípuj.

─ omù. （名）便秘，排便できないこと．

─ osyè, あるいは─ porò. （形）臆病な，小心な．

─ támpuusʼ. （名）便秘，排便できないこと．

Usyù. （名）下男（下女），奴隷． ─ útara, 下男（下女）（複数），奴隷（複数）．

Utà. （名）ナマコ．（動）米の脱穀をする．（同）itàp. Mos. ナマコ，食用の海の動物．

Utaburyè. （動）握る（拳を）．

Utakara. Mos. 個人的に，あるいは率直に話をする（お互いに話しあう）．

Utakararip. Mos. 甲殻動物の名(11)．

8490 Utangàj, あるいは utanàj, 日本茶の高級品（細い葉の茶）．

Utàn. （名）（帯状に張った）岸辺の氷．

Utáoskye. （動）（罰として）鞭打つ． Úsʼkuj utáoskye, 尻を鞭打つ．（同）oparaskyetà.

Útara, 国民，人々，一族，家系，人． ─Útarye, útara の複数形． Mos. 仲間（人につ

いていうとき，複数形をつくる働きをする），下僕，奴隷．

Utari. Mos. 仲間．

─ inʼki. Dav. 群集．

Utása. （動）訪ねる，客になる，客として滞在する．

─ útara, 客仲間，一行，訪問者，客．

Utasánkuru, 訪問者，客（あまり使われない語；utása-útara の方が良い）．
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Utasánkuru-útara, 客仲間．

8500 Utásʼpa, 相互に，お互いを． ─ u myénʼki, お互いの（頭を）剃る．

Utásʼpano. （副）相互に，お互いを，順々に，交代で．（同）isínnye および iru-tásʼpano.

Utásʼparye-kanye, 交互に，順番に． Syetà utásʼparyekanye isáufte, 順番に先頭の犬を

替える．

Utasʼpaunískye. （動）互いをせき立てる．

Utákhta, útara-okhta の省略形； ⇒ snye-utákhta.

Utákhkye. （動）かがる，継ぎを当てる，修繕する（imì ─ 着物を修繕する）．

Utasharye. Mos. 互いに対照的な； 互いに異なっている．

Utashiba. Mos. 相互の（ウタシバ）

Utò. （名）戸．

─ uspyè, 戸．

8510 Utobàsʼ-ekarà. （動）怒って（唾，痰を）吐く，いまいましくて（唾を）吐く； ⇒ to-

basyè.

Utokòj-korò. （名）友，親しい知人．

Utoku-ikoro. Mos. 認識，意識．

Utómujye. （名）騒動，デマ． ─ karà, デマを流す．

Umonìnʼ. （名）脛，下腿． ─ póni, 脛の骨； ⇒ ánye-póni および túvye-póni.

Utonkoni. Mos. 首の閉塞（症），のどの炎症．

Utónta-ryéko. （名）本名ではなくあだ名（故人から取ったものでない名）．

Utoryen. Mos. （とくに手で）包む，巻きつける，抱く，引っつかむ．

Utoróva, úturu-órova の省略形． Símmon utoróva arakà, 右脇の痛み， Símmon utor-

óva sísya ájnu, 右目がつぶれた（見えない）人．

Utokhtòm. （名）斜面． Nuburi ─, 山の斜面． Kípyeri ─, 海岸の斜面．

8520 Utrajki. （動）殺す，戦う； ⇒ urajki.

Úttapuparu. Kr. ガンギエイ．

Uttoba-kina. Mos. （ウツトバキナ），日本語の sikimi に似た，実をつける植物の名．

Utuba. Mos. 互いに異なった，違う大きさの．
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Utubyeshinu. Mos. （ウ㽜ベシヌ）別れの際あるいは葬儀の際に出される食べ物や飲み

物．

Utukkunuma. Dav. 毛．

Utúpa-ájnu, けんかの後，互いに憎み合っている者，完全に仲たがいをした者（互いに歩

み寄らないし，会っても相手を見ることさえしない）．

Uturà. （副）隣に，いっしょに． ─ omàn, 誰かといっしょに行く．

Uturyej, 省略形は uryèj, ふたつの，両方とも（目，手，足）． ─ sisʼ arakà, 両目が痛

む．

Uturyen. Mos. 包む，巻きつける，抱く，いっしょに縛る．

8530 ─ tyekye. Mos. 両手． Uturyen-tyekkoru, 両手で引っつかむ； tyekkoru は tyekye-

koru の省略形．

Uturin tyegi. Dav. 手（複数）． Uturin. Mos. 抱く，いっしょに引っつかむ，つなぐ

（utoryen とも言う）．

Úturu. （名）間，空いている空間，すき間（丸太の間の），関節（二つの骨の），休止（作

業における），空き時間，時間，時間の一部，側． Dav. 鋭い，なまくらではない．

Mos. turù とも言う，境，接合部，間．

─ ájnu, 二人で（自分を入れて）．

─ isánno, 不断に（ikù, ipyè, ónkye）．

─ isyàm, 間をおかずに，途切れなく．

─ kyetà, ～の間．

─ kyetàn. （形）後に続く，次の，二番目の，三番目の，など．

─ korò. （形）まばらな，大きな間隔のある．（副）まばらに，まれに． Úturu-korò ikù,

ちびちび飲む．

─ okhgóro áryegi, まれにやって来る．（同）uturu-kónnu áryegi.

─ okhtà (otà), たまに，間をおいて，時おり． Úturu okhtà ónkye, úturu okhtà isyàm,

時おり（私は）咳が出るし，時おり出ない（ku-ya が省略されている）．
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8540 Úturu-mújma, 他から遠く離れた所に（建っている家）

─ khankye, 密な，間隔がない， úturu khánkye tishyè an.

Uturújsiri. （形）すっかり晴れて，穏やかな． To─, すっかり晴れて，穏やかな日．

Uturukónnu. （副）まれに． ─ áryegi, まれにやって来る．

Úturuma. （名）主梁，梁受け，筋交い（アイヌのユルタにおける）； 壁が内側に倒れな

いように支える．

Ututan askibits. Dav. 人差指．

Utufta. Mósiri ─, ⇒ mósiri.

Utushi. Mos. （ウ㽜シ），藁，藁に似た植物．

─ muni. Mos. 植物の名．

Utuyásʼkara. （動）友達になる．（名）友，親しい知人，仲間． ─ útara, 友人たち．

Utuyashkaru. Dav. 知り合いの． Mos. 巻き込まれる，団結する． ─ va. Dav. 知

り合いになる．

8550 Utuyash. Mos. （ウ㽜ヤシ），混ざる

Ut (uth). Kl. Kam. 肋骨．

Utè. （動）行く（他の場所へ）． Oya tishyè okhtà utè, ku koropye kutákhte, 別の家へ行っ

て，私の身の回りの物を持って来い．

Utekye-anbano. Mos. 手に手をとって． Utekye anbano ubi ubi baj yan. これからは手

をつないで行こう（utekye anbano は Pf. によると，u⽛いっしょに⽜，tekye⽛手⽜およ

び an⽛持っている⽜，ba および no⽛小詞⽜から）；全体の意味は：互いに手を差し出し

ているうちに．

Uteotùj. （名）腎臓の部分，肋骨と骨盤の間の脇腹の柔らかい部分； ⇒ gontrakisara.

Utèkh. （形）従順な．（動）～の言うことを聞く．

Uújna. （動）抱きかかえる（格闘で相手を），お互いに抱きかかえる 組み合う（？）

Uupìs. Kr. Lang. Kam. 個数詞の 10． Uupisʼ. Pal. M.(12) 個数詞の 10．
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Uurari. Mos. 霧（urari とも言う）．

Uurari-ichaku. Mos. 晴れる，（霧が）晴れる．

Uurár. Kr. Lang. Kam. 雲（複数）．

Uustats. Kl. Sakh. 松明（たいまつ）．

8560 Uutap. Mos. （ウウタフ），甲殻動物の名(13)

Uuevakkuno. Mos. 意識に反して，信念に反して．

Ufuj-tukari. Pf. フイリアザラシの一種． Ufui-tukari. Mos. （ウフイ㽜カリ），アザラ

シ，アザラシの一種．

Úfchiki. （動）黙っている，話さない． ─ makhnyekù, 無口な女性． ─ ókhkayu, 無

口な若者（男性）．

Uf. （動）取る，つかむ，捕らえる，触る（to ─, おっぱいに触る），持ち上げる，手に入

れる，つかまえる．（名）白子（魚の）． Gyemòj-, カラフトマスから取った白子．

─ trusújyeva kájki koyáikusʼ, 手に入れようとしたが，手に入らなかった． Uf! ほ

ら！ 取れ！

Ukhau. Dav. ⚑．スープ，（穀物の粉・ひき割り・ジャガイモの入った）スープ．⚒．魚

のスープ．

Ukhgyéuka. （動）引っ張る．

Úkhturu. （名）海藻（葉状に分かれて褐色の）．

Utskami. Lang. Mat. 足．

Utsnagari. Kl. Sakh. ほめる． Utsnagari. Dav. ほめる． N：⇒ ochina-karinye お

よび otsinakarye.

8570 Utsusye-tojta. Mos. 鳥の名．

Utsyaruyè. （動）他の人たちに繰り返して語る； ⇒ sónkoarye および tsyaruyè.

Uchavyeténʼki. （動）仕事に呼び集める，呼び寄せる（太鼓で），仕事を命ずる．

Uchararye, ⇒ ichararye.

Uchasikuma. Mos. 初め，起源，由来．

Uchásʼkoma, 古代に，大昔に．

─ ganyekhnù, 最近．

Uchínʼkorasʼ. （動）胡坐をかいて座っている．（同）uryénʼkoasi.

Úchichi. Kr. （地）クリル湖の真ん中の石（心臓の石），アイヌの言い伝えでは，アライ

トゥ（Alaid, Алаидъ）（ウヤクジャチ（Uyakuzhachʼ, Уякужачь）山によって置き去り

にされた．（同）nukhgunk.
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Uchichù. （名）エンドウ属の食用の草（másaraokàj, 海岸の砂地の高台に育つ）．

Uchogaj. Kl. Sakh. お前．

Ushakaunye minaan, Nem. tan guru, uschakuzne minaan. Dav. 怠け者；原文では，

tan-guru ushaka unye minaan, Pf. によると，おそらく： tan guru itaku-inye mina

an, この人は与えられた命令をあざわらっている．

8580 Ushamta ogaj. Dav. すぐそばに； Pf. によると， u-sham⽛側⽜と ta-okaj⽛互いにそば

にいる（ある）⽜から．

Ushamuta. Mos. （ウシャムタ），互いにぴったりとそばに，とぎれなく．

Usharaj. Dav. 分ける．

Ûshata. Mos. （ウーシャタ），中庭，家に付属する（垣根，柵などで）仕切られた場所．

Usha tsyronop. Dav. 獣（複数）．

Ushashiramutujba. Mos. （ウシャシラム㽜イバ），信頼できない，疑わしい，未知の．

Ushi. Fyur. 水の流れ（cours dʼeau）．

Ushiainye. Mos. （ウシヤイ子），種々の，いろいろな．

Ushiamaush. Mos. （ウシヤマウシ），互いにそばにある（いる），並べて置かれた．

Ushiarai. Mos. （ウシヤライ），賃借料を支払う，賃金を支払う．

8590 Ushiaroro. Mos. （ウシヤロロ），部屋の前面にある炉．

Ushikamoj. Lang. S. Sakh. Mos. Kl. Sakh. オオカミ． Ushi-kmaoj. Dav. オオカ

ミ．

Ushimaaki. Dav. 後部； Pf. によると，oshimakye⽛後ろに，後ろから⽜．

─ anguru. Dav. 後ろにある； Pf. によると，oshimakye an guru⽛後ろにいる人⽜．

Ushinnaj. Mos. 互いに異なる．

Ushinnajti. Dav. 違い．

Ushíòra. Dav. 投げる．

Ushíòro. Dav. ⚑．入江．⚒．海の湾． Mos. 尻，後部．

Uship. Kl. Sakh. 遠くに． Mos. 広いもの， ⇒ usi； 広々とした，長く伸びた，広

い（ウシプ）．
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Ushitir. Kr. （地）16 番目のクリルの島（ミッレル（Millyer, Миллер）の計算では 15 番

目）．

8600 Ushpi ush. Dav. はき物を履く（Nem. ushti ush）； Pf. によると，ushtye（能動）およ

び ush（中動）の⚒語でできている：─ 広げる，広がる

Ushtye. Mos. ushti とも言う，引っ張って伸ばす，引いて伸ばす（ウシテ），通告する，

運ぶ（ウーシテ）．

Ushujka. Kl. Kam. 登る．

Ush. Mos. ⇒ usi 小詞として．

Ushʼka. Dav. 消す．

Ushyamaush. Dav. 隣り合って； ⇒ usamusi および usanta； Pf によると，u-

shiamo（すぐそばに）および ush から．

Ushyaraj. Dav. 分ける．

U-e. Mos. （u-i）； 名詞あるいは動詞と結合されるとき，語末の小詞として，i と等しく，

表現力を高める小詞．表現を高めるために使われる小詞； 動詞をつくるために語頭

で使われると，この小詞は協同行為，親近を表す．

Uebakye-koshinye. Mos. 論争する．

Uebyekyerye. Mos. うわさ，風聞，互いに話す．

─ ka. Mos. 互いに話す（⇒ ka），うわさを広める．

8610 Uebokuba. Mos. 憎む，妬む．

U-e-i-muni. Mos. アザミ，ゴボウ．

Uekantrájpa. （副）顔を向け合って，向かい合って． ─ a, 互いに向き合って座ってい

る．

Uekari. Mos. 集まる，一箇所に集まる．

Uekaru. Mos. する，実行する，直す．

Uemamu. Mos. 個人的な面会，訪問．

Uena. Mos. 痩せた，痩せている，可能法の形で．

─ kushu. Mos. これは悪いこと（災い）なので．

Ueni. Mos. 雨，とくに悪天候； 悪い，ひどい．

Uenno-karu. Mos. だめにする，壊す．

Uenunbyetoru. Mos. 魚の名．

8620 Uenuchatteku. Mos. 微笑む（nuchatteku⽛かわいい⽜から； ⇒ u-e），笑う．

Uen. Mos. 悪い，良くない； v krit. 不幸な．

─ anbye. Mos. 悪い状況，不幸．
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Uen-guru. Mos. やせた人，貧しい人，不具の人．

─ darap. Mos. 夢見，および夢； 他に uetarap.

─ kasiba. Mos. 慌しさ（急ぎ）なしに，（ゆったりと）．

─ kurasipa. Mos. （ウエンクラシパ），なくす，なくなる．

─ moki. Mos. ふざける，くだらないことをする，贅沢である，快活である，腕白であ

る．

─ nifuryepp. Mos. ベリーの名．

─ nishiomap. Mos. 評判の良くない，悪い思い出をもたれている．

8630 ─ no. Mos. 悪いこと，災い．

─ no karu. Mos. 災いをなす，だめにする．

─ ryejra. Mos. いやな天気，悪い風．

─ tye. Mos. だめにする，壊す，だめになる．

─ fûra. Mos. 臭い； いやな臭いがする，悪臭を放つ．

Uetarap. Mos. 夢見．

Uetomo. Mos. 甘受する，仲直りする．

─ bausi. Mos. 穏やかな． ─baush. Mos. 穏やかな，平和を愛する，柔和な，おと

なしい； 慣れた，親しげな，心からの； 平和を愛している（ウエトモバウシ）．

Ue-tsiri-tsiki. Mos. 鳥の名．

Ueshamanba. Mos. 全体； 総じて，全体として．

Ueshamunnu. Mos. 着く．

8640 Ueshiryen. Mos. （ウエシレン），同行する，随行する，同じ道を行く．

Ueshirikiki. Mos. 競争する，互いに力比べをする．

Ueshi-epp. Mos. 鳥の名．

Uyudi. Brot. （ooudee），手．

Uyagun guru. Dav. 外国人； Pf. によると，oyakye⽛外国の⽜，un⽛生格を表す小詞⽜，

および guru⽛人⽜から．

Uyáka. （名）cardium（貝がら）． Uyáka syè, ⇒ takúf-nye-syè.

Uyakuzhachʼ. Kr. （地）ミッレル（Millyer, Миллер）では言及されていない⚓番目のク

リル島（地図には，アライトゥ（Alaid, Алаидъ）あるいはアオイノゲン（Aoinogyen,

Аоиногенъ）がある）

Uyakuta. Dav. ─ anun korobi. Dav. 他人の．
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Uyafuta. Mos. 外側の； ⇒ oyakhkyeta.
─ an. Dav. 脇へ（原文では．uyakufta an）． N． 他の場所にある（いる）．

8650 Uyamukutye. Mos. 思いがけない．
Uyamufti ambi. Dav. 驚かせる．
Uyamufuti. Dav. 奇跡．
Uyapf. Dav. 他の； Pf. では，uyakf.
Uyakhkupa. Kr. ⚕番目のクリルの島（ミッレル（Millyer, Миллер）の計算では⚔番目）．

F.
F. アイヌ語の字母の 21 番目の文字．

Fajbo. Stral. 母．
Fajgar. Kl. Mat. 春．
Fambye. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 個数詞の 10．
Fara. Kl. Mat. 槍．
Fastsiappu. Stral. 父．

8660 Fyeugi. Dav. 曲がって； ⇒ gyeukye.
Fyeukye. Mos. 曲がる； 曲がった．
Fyets. Kl. Mat. 川．
Fíibye. Mos. （ヒイベ），咬みつく，噛む．
Firasinye-kina. Mos. スゲ属の一種．
Fiuginu nugaru. Dav. （身を外に乗り出して）のぞく，～の中をのぞき込む． N：Pf に
よると， fyeukyeno-nukaru, 身をかがめて，～を見る．

Fnara. Dav. 探す．
Fnarava nukaro. Dav. 取り立てる，徴収する．
Fonkʼ. Pal. 横たわっている．
Fottsu. Stral. 個数詞の 20．
Fofo (fofoo). Kl. Mat. 夫．

8670 Fuabusitye. Mos. 驚く（他人の顔について使われる）．
Fuamamu. Mos. 米，および穀類全般．
Fubi. Dav. むくみ，腫れ．
─ uruva nashyn. 腫れ物，でき物．
Fugo-oko. Mos. ヘビの一種の名．
Fugu. Dav. ⚑．口から液体をはねかける．⚒．吹きとばす． Fugu. Mos. 吹く（日
本語の fuku⽛吹く⽜から）．
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Fugu toj. Dav. 吹く．

Fúzoku. （名）上級の下士官（大刀を帯びる）； 日本語の単語．

Fujbye. Mos. 肝臓．

Fukamba. Pt. 書く； 日本語の単語．

8680 Fuku, 日本語の単語． Pf. によると，薬の服用量や茶の人数分を数えるために使われる．

Fukuru. Kl. Mat. 赤い．

Fukusatsiri. Mos. 鳥の名．

Fumba. Dav. 細かく刻む． Mos. 少し切る，切開する．

Fumbye. Dav. 鯨． Fumbye あるいは fumbi. Mos. 鯨．

─ dyeppo. Mos. キュウリウオあるいはヨウジウオの一種．

─ itori. Mos. イソギンチャクの一種，海の動物．

─ ryeki. Mos. 鯨のヒゲ； 字義通りは． 鯨のあごひげ． ─ riki. Dav. 鯨のひげ．

Fumbi kii. Dav. 鯨の脂肪； ⇒ gumpye-i-kye.

Fumyean. Dav. きしむ音を出す． N： ⇒ gumi-an.

8690 Fumi. Dav. ⚑．うなり．⚒．音．⚓．物音． Mos. 声，音，うなり，音色，さえずり，

こだま，反響． Dav. Nem. 海底．

─ an. Dav. ⚑．とどろく．⚒．（飛ぶ虫などが）ぶうんと音をたてる（つまりこの

fumian という語によって多種多様な音が表される）．⚓．しゅうしゅうという音をだ

す． Mos. 音を立てる，音をだす．

─ ashi. Mos. （フミアシ），音を立てる，音色をだす．

Fumpo-po. Mos. 音楽における音色； fumi⽛音色⽜から．（フンポホ）．

Fumu. Dav. フクロウ．

Fumu-nishtye. Mos. （フムニシテ），ひねくれた心，悪意のある； フクロウ．

Funara. Mos. 探す．

Funarava nugaru. Dav. 探していたものを見つける N： 探して見つける； 日本語

の言い回し； ⇒ gunara ─ va nukaru. Mos. 探し物を見つける．

Funarobi. Dav. おば．

Funga. Mos. 音色，音（fumi-ga の省略形）．

8700 Fungau. Mos. 日本のマユミ（植物）に似た木の名，レバント綿の一種，加工されてオー

バーシューズが作られる．
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Funye, あるいは funi. Mos. 船．

Funilʼ. Kl. Mat. 海獣の皮でつくった小舟． Br. 船．

Funiushʼ. Dav. おでき． N： おできだらけの．

Fupp. Mos. （フツプ），木の名，腫れ物．

Fup. Mos. 腫れ物； fupp とも言う； 腫れる．

Fup-oma. Mos. 腫れる（皮膚について）； 腫れ物．

Fura. Dav. 匂い． Kl. Sakh. （良い）匂い． Fûra. Mos. 匂い．

─ an. Dav. 悪臭，嗅覚； 匂う． Mos. 匂う，匂いをだす． N： 字義通りは． 匂

いがある，あるいは匂っている．

─ uvyen. Dav. 悪臭． Kl. Sakh. 悪臭．

─ uvyen yakka. Dav. 悪臭を放つ．

─ uen. Mos. 悪臭を放つ，悪臭がする．

8710 Furaye, furàj（furáye の省略形） Dav. 自分の顔（手・足）を洗う，洗う． Mos. 洗う．

Furano. Dav. 嗅ぐ． Kl. Sakh. 匂う，嗅ぐ（riechen）． Fûrano. Mos. 嗅ぐ； Pf

によると， fura nu, 匂いを聞く（日本語の表現），なぜなら日本語の単語 kiku は⽛聞

く⽜でも⽛嗅ぐ⽜でもあるため．

Fûranû. Mos. 嗅ぐ．

Fûra-piruka. Mos. 香ばしい（字義通りは： 匂いのよい）．

Fûrara-karu. Mos. よい匂いを発散する，匂う，匂いをだす．

Furarui. Mos. ちかに似た，匂いが強い魚の名； 小さな淡水魚の uguj かもしれない；

字義通りは： 強い臭いのする（魚）．

Furasi. Mos. 若い竹の葉っぱ．

Fûratsu-tori. Mos. 鳥の名．

Fûrye. Mos. 赤い，とくに明るい赤色の．

Fûryeka. Mos. 赤い色に塗る（染める）．

Fûryekanye. Mos. 銅（字義通りは： 赤い金属）．

8720 Furyembye. Mos. 赤い脂肪をもった鯨の一種．

Furyepp. Mos. （fûryepp とも言う），キツネ，ベリー（furipp とも言う），とくに赤いベ

リー

Furye-tomu. Mos. 赤い，明るい赤色の． Furye-tomu koru. Mos. 赤い色に塗られて

いる（染められている）．
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Furye-tsyepp. Mos. （フーレ㽛ツプ），魚の名； 字義通りは：赤い魚； ブリーム（コイ

科の扁平な魚）．

Furyetsu-shamu-tsiri. Mos. ツバメの一種（字義通りは．赤い人の鳥，この場合 shamu

は shishamu の省略形）； 垂れ下がった長い眉をもつ，ツバメに似た鳥の名．

Furye-shamu-tsiri. Mos. 鳥の名．

Furyeshiu. Mos. （フーレシユ），銅の釜．

Furye shisham. Mos. ロシア人（字義通りは：赤い人）． Dav. ロシア人（クナシリ島

にいる）．

Furi. Dav. 赤い． Lang. S. Sakh. Kl. Sakh. Mos. （フリ），赤い．

─ gani. Fyur. 銅．

─ kanye. Dav. 赤銅． Kl. Sakh. 銅（d. i. rothes Eisen）．

─ toj. Dav. 赤い粘土． Mos. fûryetoj, 赤い土地，粘土．

─ tomu koru. Dav. ⚑．真紅．⚒．赤色．

8730 Furima. Mos. 小石（複数），砂利．

Furio. Dav. 真紅の．

Furukamai. Mos. 植物の名．

Fusye-tsiri. Mos. 鳥の名．

Fusiko. Mos. 以前には，昔は； 古い，過去の，古代の．

Futata. Dav. 注ぐ； ⇒ kutata； Nem. さらに schmaɮen⽛ぴちゃぴちゃ音を立て

る⽜

Futtaku. Mos. （フツタク），若い竹の葉．

Futt (ts) sunye. Mos. 窮屈な． N： ⇒ gufnye.

Futtsitsuj. Mos. 家系の始祖（女性）．

Futtsuchi. Kl. Mat. 祖母．

8740 Futtsy. Dav. 老婆． Mos. futtsi（futsi とも言う）祖母．

Fuun. Dav. 腫れ物； より正確には fuup,つまり guf.

Futsi. Dav. 祖母． Kl. Sakh. 老婆． Mos. 祖母．

Futsini. Kl. Sakh. 狭い，窮屈な．

Futsu-gokusi-paru. Mos. （フツホクシパル），植物の名．

Futsunye. Kl. Mat. 帯．
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Futsutsinye. Kl. Mat. 狭い，窮屈な．

Futsyni. Dav. 狭く． Mos. futsini（フチニ）あるいは futtsunye（フツツ子），狭い，窮

屈な．

Fushiu-joraj. Mos. （フシユヨライ），（ズボンを）引っ張り上げること．

Fushko. Mos. （あるいは fusiko），年をとった（顔について），過去の，古代の； 以前に

は．

─ ikasi. Mos. 位階（官位）の名； 字義通りは． 年老いた祖父．

─ ne. Mos. （フシコ子），以前は，昔から．

8750 ─ toivano ya-e shindzî. Mos. 我々の起源は古代の遠い昔にある．

Fushku (fuшʼku). Kl. Sakh. 年齢，老齢（Alter）． Fushʼku. Dav. 年をとっている

Fyushkunye. Dav. 往時は．

Kh.
Kh. アイヌ語の字母の 22 番目の文字．

Khabu. Lang. S. Sakh. Kl. Sakh. Balʼb. Mat. 母親． Dav. 母親； ⇒ gabo.

Kháburu (khápuru). （形）脆い（ガラスについて），柔らかい（触ってみて），弱い（射る

弓について），古びた，腐った（衣服について），目の粗い（麻布について）． Dav. 柔

らかく，しおれて，しなびて．

─ póni. （名）砂利．

Khavyeónnu. （形）声が低い，声の太い． ─ ájnu, 声が低い人．

Kávporivriv. （名）チャイロコメノゴミムシダマシ．

Kavuekárye. （動）犯罪を犯す．

─ ájnu, 悪人，下劣な人．

Khaj. （名）イラクサ製の粗糸（mósye-kabù）．

8760 ─ ka. （名）糸（イラクサ製の），縦糸（莚（むしろ）用の）．
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Khaj-karà, イラクサ製の粗糸を準備する，イラクサを加工する，イラクサから皮を剥ぐ

（⇒ khaj-kiryè）．

─ kiryè, イラクサの皮をナイフでそぎ取る．

Khajbari. （地 Shm）クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にある岬．

Khajda. Dav. 減る； 不十分に，少し； ⇒ khajta.

─ va. Dav. 不足．

Khájraka. （名）いぼ．

Khájta. （副）通り過ぎて，外れて．（動）（的に）当たらない，成功しない，減らす，小

さくする，下げる（値を）． Pt. 損失．

─ ri. Pt. 減らす．

Khákari. （名）秤（はかり），分銅（gakari とも言う）．

─ ani pákarye, 目方を量る，（重さを）量る．

8770 Khakka. Dav. Nem. Khaka. Dav. 帽子．

─ koro. Dav. 帽子をかぶる．

Khakko-múmpye. （名）小指．

Khamánye-ajne e siryepa, 突然やって来た．

Khamánkiri-te ekh, 突然やって来た．（同）⇒ khamánye および kamye ájnu

Khamásʼkanye. （名）墓地．

Khambye. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 父 親． Khambi. Kl. Sakh. Balʼb. Mat. 父 親．

Dav. ⚑．お父さん．⚒．父親．

Khamye. （副）～でない，～しない．

Khamyè. （形）熟睡している．

Khamyeájnu, 熟睡している人（eájnu の反対）； khamye-aj-ne-ájnu の省略形，聞こえな

い人，感じない人．

─ te áryegi, 突然やって来る（来た）．

8780 Khamyejónnye. （形）（悪習などが）止まない（殴打されても盗む）； ⇒ jónnye.

Khamyemóntrasa (─ ajnu). 殴られた，殴打された，打ちつけられた．（同）ankójki（─

ájnu）．

Khámyetunni. （名）赤い実（房で）のなる小さな木

Khamyeùm, 報復（侮辱に対する）．（同）asímpye.

Khamoikónye. （形）健康な，病んでいない．

Khamoipyean anye traj, 飢え死にする．

Khamókyesʼnye. （形）無口な （─ ájnu）； （反）itakhtruyè（ajnu）．

Khamopánye, 羽織って，（衣服の）前を重ね合わせないで．
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Khámparaki. （名）ケジラミ．

Khamu. Kl. Sakh. 葉．

8790 Kham. （副）～でない，～しない．

─ anánkiri. （形）熟睡している．（同）khamyè および khamánye-ájnu.

─ ánkiri, 見えない，感じない（眠っているときに）．

─ an ki nango, たぶんないだろう．

─ vánte, 知らない，（私は）知らない！ （形）見知らぬ，知らない． ─ vánte útara,

見知らぬ人，知らない人．

─ ivánkye, （自分の必要のために）利用しない，仕事（用事）に使わない．

─ ivánkye utara, 働いていない（日本人のところで）．

─ ikónye, 健康な，病気でない．

─ irúsʼka! 怒るな！ ごめん！

─ súnkye, うそをつかない，欺かない．（形）誠実な，欺かない（─ ajnu）．

8800 ─ usyàkh tramuva! 心配するな！ 疑うな！

Khanà, ⇒ ganà.

─ arakà, ganà の病気． Khana nun. ⇒ gana-nun

Khangàn. （名）⚗番目の日本の軍の階級（中佐）．

Khangi. Dav. 少し離れて． N： ⇒ khankye.

Khangino. Kl. Sakh. ここに． Khangino. Dav. ここに．

─ arigi. Dav. こっちに来い； ⇒ khankye-no aryegi.

─ ariki. Dav. 近くに．

Khangi nouriki. Kl. Sakh. 近い．

Khanginu. Dav. 近隣に．

Khangubuj. Dav. へそ； Pf. によると，gankapuj, へそ．

Khánka. （動）～しない，～を止める，黙れ！

8810 ─ anè kyemàtekh kúninu ki! 字義通りは： 夜に驚かすな！（道で名前で ajna を呼んだ

とき，⽛どこへ行くのか⽜などと聞かれたとき，vyenoyasi からの悪罵（？））； （粗）

khanka a ne kimatyekh kúnino ki!

─ iránakhka! いいかげんにしろ！

─ tsisʼ! 黙れ！ 泣くな！（赤ん坊に）．（同）egauye!

─ eusyàkh tramu-và, etsi kónte kusujkì! 心配するな，返すよ（お前に借金を)！
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Khankáni. （名）鋼（はがね）； 日本語の単語．

Khánkata, 省略形は khánkat. （名）白樺の皮で作った小さな箱，樹皮製の桶．

Khánkye. （副）近くに．（形）近い，最寄の．

─ ità ekhtè, 近づける（何かを自分の方へ）．（同）gyetokh-trajyè.

─ rútsisʼ, 近道，遠くない道； ⇒ tújma-rútsisʼ

Khankivam-Pyekyéri. （地）（話し手のところから）近い Pyekyéri； ⇒ Ikúsʼvam-

Pyekyéri.

8820 Khánku. （名）へそ．

Khánnye-imóntrasa-ájnu, 殴られた，殴打された，打ちつけられた．（同）ankojki-ajnu,

khamyemóntrasa-ajnu, montrasa-isyam-ájnu.

Khánnyekh. （副）～でない，～しない． Khannyekh traj kuna an tramutraj. Ku e ramu

vyen, （彼，彼女が）死ぬとは思わなかったが，死んでしまった．それでとても悲し

い．（粗）khánnye. Khánnyekh ku oman kusujkì, 私は行かない．

Khánne. （副）いいえ（否定の答えの際に）． Ámpa kusukarà? Khanne (あるいは góvpa

omàn!), 持って行ったか？ いいえ！（そのまま置いてある！）．

Khánoka. （名）へその緒．

Khanpye. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 父親．

Khánchiutekh. （形）言うことを聞かぬ． ─ ájnu, 言うことを聞かぬ人．

Khan(あるいは kham), ～でない，～しない． Kváni khan kunù, 私は聞かなかった．

´ ─ ki, あるいは khán-kye, しない，実行しない； ⇒ osist.

─ karà, しない，何もしないでいる，まだされていない，まだ用意がされていない．

─ núkara, 見えない．

8830 ─ chine, あるいは ganchiki. （動）存在しない，～でない

Khaoj ishangi. Dav. 叫び声； ⇒ khau-esankye； 声を出す．

─ va. Dav. 叫ぶ．

Khaoj ishangova (chaoi i ш angowa). Kl. Sakh. 叫ぶ； ⇒ khau-esankye； Nem. Dav.

chgaoi uschangiwa； （比）shankye.

Kha-pirika. （名）男性の名．

Khapo. Kl. Mat. 母親．

Kharà. （名）siturù-kina と呼ばれる草の茎（芯）（ókhkayu）． Dav. ハナウド属の植物

（複数）（草）．
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Kharámpinʼ. （名）（日本の）竹製の大砲．
Khárye. （動）（わざと）落とす，床に落とす，叩き落とす． Ni khárye, あるいは ni
gorákhte, 木を切り倒す．

Kháryeki. （形）左の．
─ omájso, あるいは─ so, 部屋（ユルタ）の左側，客の側（我々が思うに，戸口から見
て右側）．

─ tishyè sískyev, ユルタの左側の手前の隅（我々が思うに，右の）．
─ tekh, 左手．

8840 ─ úvnisoro, 左の脇腹．
─ utorova sísya ájnu, 左目が見えない人，片目で左目が見えない人．
─ chyeb, 左カレイ（左脇腹が大きいカレイ）背が星でおおわれている； ⇒ urukòj.
Kharì. （名）コンパス． Chuf-pákarye-kharì, 時計．
Kharikaga. Dav. 公正に； おそらく（紡ぐための）繊維(14)； Nem. Dav. kharika-
ga, Gesponnenes Garn，つまり，紡糸； Pf. によると，それは garika-ka，つまり縒
りひもの糸にちがいない．

Kháriki-ka, 草で作った縄．
─ uturu. Dav. ⚑．左側．⚒．左側から．
Kharikimon guru. Dav. 左利き（の人）； Pf. によると，kharikimon = khariki, 語末の
mon は shimon⽛右へ，すでに最初に⽜という単語の中にある．

Kharikiutu. Dav. 左に； ⇒ khariki-uturu.
Kharik. Kl. Sakh. 左へ．
Kharìnʼ-kani, 針金（в щотах(15)）．
Kharipa. Dav. 牡蠣（複数）．
Kháriyam. （名）トカゲ．

8850 Kharù. （名）食料，旅の物資（食料）
─ o tókhta, 食料の入った袋．
Khásʼpo. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 230 露里にある小川およびアイヌと日本
人の混住の村．

Khátaki. （名）畑；日本語の単語．
─ karà, 畑の土を掘る．
─ tomà, ジャガイモ．
Kháturu. （名）キュウリウオ属の小さな魚．
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Khattsko-pyespo. （地）岬．

Kháu. （名）声，話し声，ほえ声，叫び声，ぴーぴーいう声，うなり声など． Dav. 声．

─ gye ryera. Dav. 穏やかな天気．

8860 ─ gino. Dav. 静かに； ⇒ khaukye-no.

─ gino itaku. Dav. ささやく． N： ⇒ khaukye および no.

─ gino kiyakka. Dav. 隠す．

─ gino khodoiva. Dav. おびき寄せる； Pf. によると，gankyeno gotuiva, 近くへ呼

ばれている間に．

─ ginu. Dav. 秘密．

─ in(g). Lang. Kur. ザリガニ． ─ in (chāuin(g)). Kl. Kam. ザリガニ．

─ itangi. Dav. 金切り声，きしる音．

─ ishangi. Dav. ほえる； khau-esankye から．

─ kgi fumias. Dav. かさこそいう音； Nem. khaukgi fumian； Pf. によると，

khaukye-fumian, 小さく，静かに音がする．

─ kye. （動）止む（風について）．

8870 ─ ki. （名）アイヌの言い伝えを含む歌； （反）kyétsirye-yúkara

─ kino. Lang. S. Sakh. 低い．

─ korò itàkh, 大声で話す； 元々は，聞こえるように話す； （反）pinuf-pon-itàkh

─ omu. （名）声がしゃがれていること，声がかすれていること．

─ orùsʼ. （名）男性の名．（形）低い声の（ajnu）．（同）khavye-ónnu(ájnu).

─ pusyeka. （名）男性の名．

─ syákhno. （副）無言で．（形）無口な．

─ syákhno anova! 黙れ！

─ eánnye(あるいは khavye ánnye), 甲高い声の，甲高い声で． ─ eánnye ájnu, 甲高

い声の人．

─ ejkì. （動）どんな音でも出す（動物について），もーと鳴く，ぶんぶん羽音を立てる

（tómusʼ ─），（ちゅんちゅんと）さえずる，くーくーと鳴く，うなる，ほえる，（ヒワ，

スズメなどが）さえずるなど； 短くて小さなうなり声を出す（熊について）； 長く

続く強いうなり声は órobyeriri という語で表わされる．

─ eónnu, あるいは khavyeónnu. （形）低い声の─ eónnu ájnu, 低い声の人．

8880 ─ yúkhkye itàkh, 大声で話す．（同）kháu korò itàkh.
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Kháu-yan. Dav. 騒ぐ，ざわめく； ⇒ khau および yan.
Khafoo. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 母親．
Khákhka, あるいは gákhka. （名）帽子，つば付き平帽． ─asínʼkye, 帽子を脱ぐ． ─
korò, 帽子をかぶる．

─ nótekarisʼ, 帽子の耳当て．
─ ómapusʼ, 帽子についている球状の飾り．
─ tebà, 折り返し，帽子の折り返された部分，（軍帽などの）ひさしと山の間の部分．
Khákhnu-khúnki. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の近くの山（ロシア人の間では： 三
階建ての山）．

Khakh. （名）マルタゴンリリー（特別な種類），ある植物の球根（食用）．
Khátsiko. （形）小さい，背が低い（─ ájnu）．
─ oróvano. （副）子供の頃から． Khímparakanye orova e ikónye gi kyetanyea? ─
Khatsiko orovano ku ki（あるいは：khátsiko oróvano ku ki tanye pakhno）， いつ頃か
ら，お前は病気なのか？─私は子供の頃から病気だ（あるいは：私は子供の頃から今
まで病気だ）．

8890 Khátsikoku. （動）くすぐる．
Khátsirye. （動）落ちる，倒れる．
Khátsirom. （名）男性の名．
Khátsitaru. （名）男性の名．
Khatskobússye. （地）Byelk. クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 99 露里にあるアイヌ
と日本人の混住の村； シュミット（Shmidt, Шмидт）ではKhatskokorissu.

Khatskongu. Dav. クモ．
─ ya. Dav. クモの巣．
Khatskopyespo. （地 Shm.）オロケス（Orokyès, Орокèс）川より北方で一番近くにある日
本人の村と岬．

Khats. Dav. フサスグリ． N：⇒ khakh.
Khatsy. Dav. うっかりして落とす．

8900 Khatsyri. Dav. ⚑．落ちる．⚒．（うっかりして手から）落とす．
─ va. Dav. 落ちる．
─ va ishama. Dav. 失う．
Khaenoyè, あるいは khyenojyè. （動）まどろむ．
Khayùf-karà. （動）剥いだイラクサの皮を水に浸けておく．
Khyeyeshi uvyen. Kl. Sakh. 息切れ． Dav. （Nem.） Pf. によると，gyeoshi uyen, 呼
吸が悪い．

Khyeishiki. Dav. 生き返る．
Khyekàj. （名）老人．（形）年老いた．（動）年を取る，老ける．
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Khyekàj-khyemakà, すっかり年を取った．

─ ekusú karà, 少し年を取る，老年に近づく．

8910 Khyekájpaku, （名）老人．

Khyékara-karà. （動）髪をくしけずる，（髪の毛を）とかす．

Khyekátara（khyekátstsi-útara の省略形）．（名）子供たち．

─ khyétsiryekhtsi, 子供たちが遊んでいる．

Khyekátstsi. （名）赤ん坊，子供，男の子．

─ útara, 省略形は khyekátara, 赤ん坊たち，子供たち，男の子たち．

Khyekyèm, あるいは gyekyèm. （動）（縄を）引っ張る，引く，引っ張って伸ばす．

Khyemakà. （動）終える，済ます，終わる； 過去完了(16)の印． Arakà khyemakà, 病

気が終わった，治った． ─ eyúkarova na! なんで止めた，歌え！

Khyémakari-payánuva na! もう少し急いで行こう！

Khyémako. （動）⇒ gyémako, 髪を整える．

─ íkkiri, 頭髪の分け目（女性の）．

8920 Khyémak, khyémako の省略形． ─ íkkiri, 頭髪の分け目（女性の）．

Khyemánuku. （代）どちらの～？ ─ khyémanyea? どちらの～？

Kyémata, 誰，何，どんな～，何ゆえ，なぜ，何のために． ─a jye en ani Trantomujyùn?

Trantomujyùn という言葉はどんな意味だ？ Khyemata kotan aryegi? Khyemata

vyebyekyerye an?─ Hisʼtómu-nisyam(あるいは yajsitóma), どの村からやって来たの

か？ 何か変わったことは？ 病人はいない（あるいは：話すのはきまりが悪い！）

─Tan tókhkoryu khyemata okhta an khyetanyea?─ Kusuri-kye, この tokoryu(17)には

何が入っている？ 薬用油だ．

─ ájnu khyétanyea? 誰がこれを（したのか)？ どんな人か？ どんな人がこれをした

のか？； （同）khyemánuku khyétanyea?

─ kusù? 何のために？ 何ゆえに？ どんな理由で？ ─ kusu otasìsʼ khyetanyea?

なんで急ぐ必要がある（？)？

─ ne e ne ejki? 何ゆえに，お前はこれを（こう）したのか？

─ tura? 誰と？ 何で，どんな道具で（これは作られたのか）．
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Khyémata-en a jye Chákhtaku? Chakhtaku という言葉は何だ（何を意味するのか）？

Khyembara. Kl. Sakh. いつ Dav. いつ？ Mos. かつて； gyembara とも言う．

─ gani. Dav. いつか． N：⇒ khimparakanye.

8930 Khyeni. Pt. 全力をふりしぼる．

Khyenojyè, あるいは khaenojyè. （動）まどろむ．

Khyepyénʼki, あるいは gyebyénʼki； 日本語の単語．

─ kotàn, 故郷，生まれた村； 日本語の言い回し．

Khyerári. （動）傾ける，傾く．

Khyerakhtsikánye. （形）裸体の，裸の（─ ájnu）．（同）otúnaj.

Khyérikov-trikìn, ～は飛び立った．

Khyerimbu. Dav. 煙管．

Khyerókki-eku. （名）男性の名．

Khyerókhki. （名）ニシン．

─ gomà, あるいは，より良くは─ pyeryè, 数の子．

8940 Khyeruáppa. （形）裸足の（─ ajnu）．（副）裸足で．

Khyerukàm. （形）裸の．

Khyerurúki. （形）滑りやすい（─ truf, 滑る氷）．

Khyésye. （動）呼吸する，ため息をつく．

Khyeta. Lang. Mat. 犬．

Khyétanyea, ～か？ あるいは～か？ 疑問の印，疑問代名詞とともにでも，それなしで

も使われる．

Khyetári-arakà. （名）呼吸の際の刺すような痛み．

Khyetúku. （動）育つ（産む？）．

─ kotàn, 故郷，生まれた村． Kváni onà khyetúku kotan, 私の父親の故郷．

Khyéturi. （動）傾く．

8950 Khyetsimpokhnye-kyemà suyè ájnu, 足の曲がった（つま先が内側に）．

Khyétsirye. （動）遊ぶ．

─ kamùj, 奇術の神．（同）khyétsirye-kosúmbu, あるいは núburu-kamùj

─ kamùj karà, 奇術をやって見せる．（同）chimujyè-kamùj-karà.

─ kamùj kara karà ájnu, 奇術師のシャーマン，奇術を行うシャーマン．
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Khyétsirye-kosúmbu, 奇術の神．
─ ruj. （形）快活な（─ khyekátstsi），腕白小僧．
─ tusù ajnu, シャーマン．
─ yúkara, 本物でない歌，気晴らしに歌う歌．（同）joyánkye-yúkara.
Khyetsíssyaj. （名）アイヌの輪舞．

8960 Khyéchiri-marù. （名）頭髪の分け目．
Khyeeshi uvyenʼ. Dav. 息切れ．
Khzka. Dav. 帽子．
Khigaj. Mos. 年を取った．
Khigatsi. Kl. Sakh. 子供． Khigatsy. Dav. 赤ん坊．
Khidobokhoshibiri. Dav. 奪い取る，取り上げる．
Khi-ikhì. （名）男性の名．
Khiishyu. Dav. 呼吸する．
Khimanda? Dav. 何？
─ kishu okhonno ogajya? Dav. どれくらい前に？
─ nipshyui shyui? Dav. どのくらい頻繁に？
─ tojma? Dav. どれくらい遠くに？

8970 Khimbagu-niyakka. Dav. 多少； Pf. によると，gyen bakkuno yakka⽛何であろうと⽜；
複合語の中で⽛何？ 何か⽜を意味する gyen と⽛ほぼ，おおよそ⽜を意味する bak-
kuno から．

─ nu? Dav. どれくらい？
Khimoimuj. Dav. 判断を下す；おそらく， simoj-moj.
Khimparakánye? （副）いつ？ ─ e omàn? お前はいつ発つのか．
Khímpakh? （副）いくつ？ ─ pa? 歳は幾つだ？
Khinoy. Dav. 寝入る； ⇒ khyenojyè.
Khiraruj. Dav. おじぎをする； ⇒ uru-erue.
Khirashana guru. Dav. 毛髪のない人； Pf. によると，きわめて疑わしく，khiriashapa
guru によってのみ説明できる： gyériats⽛輝き，輝いている～⽜，shaba⽛頭⽜および
guru⽛人⽜から，全部まとめると，⽛輝く頭をもった人⽜．

Khiriyam. Dav. トカゲ． N： ⇒ khariyam.
Khiroki. Dav. ニシン．

8980 Khitoku. Dav. 生む． Khitoku は⽛すべての人，物に対しても使われるし，草が生える
ときでも使われる表現⽜．

Khishiaikapf. Dav. 病気が重い． N： khyesye-ajkap⽛息ができない⽜； Pf. によると，
（Nem. Dav. chischian kap とある）gyeshi an kan は⽛腫れた皮膚⽜の意味になるかもし
れない：⇒ shnii.
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Khishubuni. Kl. Sakh. 肋骨． Dav. 肋骨； ⇒ khyesyeponi.

Khishshamaki. Dav. 脇腹； Nem. khishumaki； ⇒ kye-sye-shamakye.

Khobyémba (khopyémba). （動）ぴくっとする，びっくりする．

─ va. Dav. おどかす．

Khobimba. Dav. おののく．

Khóbichinasa, ⇒ góbichinasa, しゃがんで（排便の際に，出会ったときの挨拶の際に）．

Khobonzi khobunʼ. Dav. 軟泥．

Khobu. Lang. Mat. S. Sakh. 夫．

Khobunʼ. Dav. 立ち上がる．

8990 Khóvpa (khókhpa). （動）遅れる（道で他の者から）． An óvpa ájnu, 遅れた人，後ろに

残った人．

Khogu. Lang. S. Sakh. 夫． Kl. Sakh. （Mann）． Khogu. Dav. 夫．

Khogushʼ. Dav. 引き抜く．

Khoduj. Dav. 呼ぶ．

Khoj. （地）Gl. ドゥーイ（Duj, Дуй）哨所の北方にある川および岬．

Khojndzhyo. （地）Gl. ロシア軍のドゥーイ（Duj, Дуй）哨所； ドゥーイ（Duj, Дуй）

の近くの岬．

Khojndshu. （地）北サハリンの入江，ラペルーズ（Lapyeruz, Лаперуз）によって発見さ

れ，彼によって de la Jonquière と名づけられた入り江と隣り合い，その南方にある

（ドゥーイ（Duj, Дуй）岬によって後者の入り江と分けられている）．

Khojndshuyeri. （地）（名）ホイントゥシュ（Khojndshu, Хойндшу）入り江に流れ込む小

川； その畔にロシアのドゥーイ（Duj, Дуй）哨所がある．

Khojndshukte. （地）ホイントゥシュ（Khojndshu, Хойндшу）入り江の南部のドゥーイ

（Duj, Дуй）哨所の近くの岬，その岬は入り江の南の境となっている．

Khojno. Dav. テン（⽛同じくクロテン⽜）．

Khójnu. （名）クロテン．

9000 ─ chuf-numà, ある種の草．

Khoíòbu. Dav. 走る．

─ va oman. Dav. 飛び去る．

Khoíòpfu. Dav. 飛ぶ．

Khoíòpf. Dav. 飛び立つ； ⇒ goyubu.

Khokàj. （名）曲がり，曲がり角．

─ okàj a ru, 曲がった，曲がりくねった道．
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Khokámpa. （動）行われない，成功しない． Ukójtakh ─, 交渉は失敗に終わった（条件

で折り合わなかった ─ uryénʼka isyàm）．（名）失敗，不運．

Khokárisʼponye. （副）しばしば； （反）úturu-korò

─ omàn easʼkàj, しばしば行くことができる．

9010 Khokkoran. （地 Shm.）クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にあるアイヌの村．

Khóko. （名）夫．

Khokùj. （動）燃える，焼失する． Yemujki ni ─； gokùj とも言う．（名）火事．

─ ka, （毛・羽などを）焼く，（まわりを）焼く（鶏，豚を），灼熱する，赤熱する（káni-,

金属を赤熱する），火をつける． Ankhokújka, 火がつけられている．

─ kotàn. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の東方⚘露里にあるアイヌと日本人

の混住の村．

Khokúnkye, 跪いて． ─ étarasʼ, 跪いている．

Khomà, あるいは gomà, 罪．

Khomimba. Dav. おどかす． N：⇒ khobyemba.

Khomironaj. （地）Gl. ナイブチ（Najbuchi, Найбучи）河畔の村．

Khómpyeki. （名）衣服遊び(18)（一方の端が小さく，他方の端が大きいひもを作る；小さい

端のほうが勝ち）．

9020 Khómpus, あるいは gómpus. （名）結び目．

─ pità, 結び目をほどく（このために ókhkita が役に立つ）．

Khomu uvatti. Dav. 枝のたくさんついた．

Khom. （名）枝，小枝． Dav. 枝．

Khongì. （名）魚の脇腹．

Khóni, あるいは goni, 省略形は khon あるいは gon. （名）脇腹，腹． Dav. khoni,

腹．

Khónivye, あるいは gónivye. （名）櫂（かい）．

Khónkoro. （形）妊娠した； ─ májminye.

Khóntom. （名）半分； 半分から（瓶に入った液体について）．

Khontrakisara. ⇒ gontrakisara.

Khoopyespo. （地 Shm.）オロケス（Orokyès, Орокèсъ）川の南方にある岬．

9030 Khopáryeki. （名）女性の病的な排尿，赤い尿が特徴．
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Khoraki. （副）行ったり来たり，往復で． ─ omàn, 行ったり来たりする．
Khórao. （副）下方に．
Khoryépunu, あるいは goryépunu. （名）風の名．
Khoryéupa-ryéupa, ⇒ goryéupa-ryéupa. （動）手を打ちながら，踊り（輪舞）でプリ
シャートカ(19)をする．

Khoriko-gátsirye, （殺された鳥が木から）落ちる．
Khóro. （副）下方に． Khóro ampye, 下に何かがある． Khóro támpye, これは下に
ある．

Khorókakye-numà. （名）男性の剃っていない長い髪の毛．（同）sabà.
Khórokakyesu. （名）踵．
Khórokakyesuf-póni. （名）踵骨（calcaneum）．

9040 ─ éakhkasʼ, 踵で歩く，pes calcaneus（踵足）と呼ばれる奇形の病にかかっている．
Khóroko. （副）後ろへ，逆方向へ．
─ kyej. （名）（斧の）背（mukar khórokokyej とも言う），後頭部． ─kyej póni, 後頭
骨．

─ kónte, 返す，返却する．
─ otokhsò あるいはOtokhsò. （名）後頭部． ─ otokhso poni, 後頭骨．
─ túvsye. （動）後ろへはねる，はね返る（弾丸が）．
Khorókopokye. （名）小エビ，エビ類．
Khórupishpu. Kr. （地）アイヌの住居のあるショウムシゥチュ（Shóumshchu,

Шóумшчу）島の小さな川．
Khosyésyevka. （動）火のそばで暖をとる．
Khósibi. （動）帰る． Khóroko khósibi, もとに引き返す． Kl. Sakh. 歩いて行く．

9050 Khoskinu. Dav. давича(20)

Khóso. （名）天然痘； Pf. によると，おそらく khoso は日本語の fososi (gososi)⽛細い⽜
の語根である．

─ igoni. Dav. 天然痘． N．
Khosuyekáni. （名）帯につけたリング．（同）chabújnu.
─ korò májminye（あるいは chabújnu koro májminye），帯にリングをつけた娘．
Khosybiva. Dav. ⚑．帰る．⚒．もとに引き返す．
Khosybiri. Dav. 返えす．
Khosʼ. （名）長靴の胴．（複数）khósigi.
Khósʼki. （形）以前の，先んじた．
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Khósʼki-an ukuràn, 一昨日の夜に．
─ núman, 一昨日．

9060 Khósʼkino. （副）以前に． ─ áryegi, ikósof aryegi とも言う，その前にやって来る．
─ oróvano, 初めに，初めから． ─ ku ekh, suj..., 初めに私が着いて，その後...
Khotárika, （立てて）置く． Ni ─, 柱を立てる．
Khotò. （名）尻尾の近くにある背びれ； ⇒ tsisʼpotusʼ poni.
Khotonin. Dav. ふくらはぎ．
Khottomari. （地）Byelk. クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 124 露里にあるアイヌ
と日本人の混住の村．シミット（Shmidt, Шмидт）にあるOkhatomari の方がより正
しい

Khótu. （動）びっこを引く． ─ ájnu, びっこの，足がびっこの（人）．
Khókhkye あるいは gókhkye, 横たわっている，手足を伸ばして横たわっている．
Khokhpa. ⇒ govpa.
Khókhturumue. （名）オタマジャクシ．
Khókhtsiri. （名）子供の額につけるラシャ製の（あるいは布製の）三角のもの，ビーズで
刺繍してある．

9070 Khotski. Dav. 横になって； Nem.： Auf der Seite, vom Schiffe； Pf. によると，
gokkye あるいは gotskye（ホツケ），横たわっている．

Khotsu. Lang. Mat. 個数詞の 20． Khots. Lang. S. Sakh. 個数詞の 20．
Khoshibiri. Dav. ⚑．断る（原文では． itaki, khoshibiri）．⚒．ひっくり返す．⚓．
後へ戻る．

─ yakka. Dav. 金を貸す； Pf. によると，戻す（戻る）うちに（？）．
Khoshkye. Mos. 以前に，以前には．
Khoshkyeno. Dav. 以前には．
─ tambi. Dav. このことの前に．
Khoshkino-kundye. Dav. たくさんの贈り物をする； Pf. によると，goshkyeno kondye
⽛事前に分与する⽜．

─ oman. Dav. 先に発つ．
─ omanʼ. Dav. 前方へ，前もって．
Khoshkinu. Dav. 今後；⇒ goskino.

9080 Khoshkinumanye. Dav. 二日前．
Khoshkinu umani. Dav. 一昨日(21)

Khoshki sakini. Kl. Sakh. 一昨日． Dav. 一昨年．
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Khoshki tyeri! Dav. 少し待て！ 今に見ろ！
Khoyuba. Dav. （船が）全速力で進む．
Khoyubu. Kl. Sakh. 走る．
Khoyúpu. （動）潜る．
Khoyupf. Dav. Nem. 飛び立つ； ⇒ khoiôpf.
Khúvpye, あるいは gúvpye. （名）腫れ物，でき物．
Khugamba. Dav. 賢明さ．
─ ambi. Dav. 賢明に．

9090 ─ va. Dav. 賢明である； ⇒ khokamba.
Khugukoruva. Dav. 嫁いでいる女性．
Khugushakf myenogo. Dav. 結婚していない女性．
Khuguyukf. Lang. S. Sakh. 熊． Dav. Khuguyukf, 熊．
Khui. （地）シウ（Siu, Сіу）川の支流（主な支流のうち⚗番目で最後の）．
Khuj, あるいは guj. （名）肝臓．（同）tryepuf.
Khuina. Dav. テン（⽛クロテンも⽜）； ⇒ khojnu.
Khj-e. （地）Gl. プルィ（Plyj, Плый）（シウ（Siu, Сіу））河畔の村．
Khukakàm-kinà, 強い匂いを発する根をもつ草．
Khuma. Lang. S. Sakh. Kl. Sakh. （水棲動物の）卵．

9100 Khumbagunu. Kl. Sakh. どれほどの．
Khumbomanajpu. （地 Shm）エビシ（Ebisi, Эбиси）の南方なる小川．
Khummi. Pt. とどろく．
Khumi, あるいは gúmi. （動）脅かす（子供を）． Dav. 一員．
Khúmpa. （動）細かく刻む（煙草を）．
Khúmpye. （名）鯨．
─ kyemà, 鯨の尾びれ（複数）．
Khum, あるいは gum. （名）物音．⚑．がさがさいう音，はぜる音．Iso ─, ájnu ─,
（森の中で熊や人が歩く時の）がさがさいう足音．⚒．こすれる音．Kámpye ─,
khúnte ─, ペンあるいは鉛筆のこすれる音．Apà ─, 戸のぎーぎーいう音．Chikap
─, 鳥が飛び立つときの物音．⚓．ひゅーひゅーいう音．⚔．かさこそいう音．⚕．
轟音．⚖．音．

Khúnara, あるいは gúnara. （動）探す，探し出す（なくした物を），取る，集める．
Turyep ─, あるいは kara, ベリーを集める，獲る，屠殺する（アザラシを）．

Khunásʼko. （名）ある種の植物．
9110 Khúni. Dav. 腹．（動）鳴き立てる（ワシミミズクが）

─ arpka. Dav. 腹の刺すような痛み； Nem. khuni arika.
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Khúnki. （名）山（なだらかなで高くない，たとえば，，クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の

近くの）

Khúnte, 日本語は fúnde. （名）羽ペン，鉛筆，筆．

Khurà. （動）匂う，悪臭を放つ．（名）匂い．

─ vyen kinà, あるいは─ vyen chipokù, 薬草．

─ gáukye あるいは khura-pirika, ほのかな，よい匂い．

Khurárye, あるいは khurájye, 省略形は khuràj. （動）洗う，洗濯する．（名）石鹸．

Khuràj turà khurájye, 石鹸で洗う．

Khrájye, 省略形は khuràj. （動）洗う，自分の顔・手足を洗う． Téki khurájye, 手を

洗う，洗濯する． Imi-, 下着を洗濯する，衣服を洗う． Itánʼki khurájye, ちゃ椀

をすすぎ洗う．

Khurákyev. （動）悪臭を放つ，悪臭を発散する．

Khurasyno. Dav. ガンコウラン； ⇒ kurasʼno（empetrum nigrum）（ツルコケモモ）．

Khurákhka, 悪臭を出す，悪臭を放つ．

9120 Khúrye. （形）赤い，赤黄色の，亜麻色の．

─ ípporo korò, 赤くなる； 頬の赤い（─ájnu）； （─ ókhkayu），赤い（木，衣服が）．

─ káni. 赤銅．

─ kinà. （同）食用の草 chípoku.

─ nísoro, 朝焼け．

─ ottsì. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の北方 103 露里にあるアイヌと日本人の

混住の村．

─ tryekh（（発音）khuryeryekh）．（形）赤ひげの．

─ tekh, 赤くなった； 赤くなる； ⇒ nan.

Khurushakpi. Dav. 未亡人．

Khurkhurà. （動）嗅ぐ，（周りから）嗅ぐ．

9130 Khúsʼko. （形）古い，古ぼけた，老いぼれた，着古した，履き古した（─ imì）．（副）昔

は，昔．

─ mátsiri (machiri), 傷跡（傷の後の），みみず晴れ（腫れ物のあとの）．

─ oróvano. （副）古来，昔から．

Khutòn. （名）日本の掛け布団．

Khchi. ⚑．過去時制を表すために使われる小詞． Sukyénno Sambaku tura ukojki khchi,

スケンノ（Sukyenno, Сукенно）はサンバク（Sambaku, Самбаку）とつかみ合いのけ

んかをした．
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この場合，khchi はしばしば chigì に形を変える． Nata an kojki khchi? あるいは nata

an kojki chigì? 誰が殴られたのか？ あるいは，誰がぶん殴るべきか？ Sukyenno

an kojki khchi, スケンノ（Sukyenno, Сукенно）をぶん殴る． Utasʼpa ukojki khchi.

⚒人が殴り合いのけんかをした（両方ともひどい目に会った）． khchi の代わりに，

しばしば khtsi とも発音される． Ukisʼmakhtsì, 引っつかんだ． Ákhtekhchi, 掛け

た，吊るした． Gákhka goriko ákhtekhchi（あるいは goriko trakhkiryekhchi），帽子を

上に掛けた．

Ts.
Ts. アイヌ語の字母の 23 番目の文字．

Ts. Mos. 間投詞の一種； 動詞に注意を向けさせる働きをし，さらに同様の働きの形

動 詞(22)を つ く る． Anukantets pon-moshiri guru tucha-ani-gye teinye kashiu-u

shatumu gyenne nin, 眺めていると，色を失わずに，小さな島の枝分かれした（分流

のある）谷間が潤されることがある．また，この小詞は，動詞 an⽛持っている⽜の可

能法とともに，詠嘆法として名辞に加えられる結合を作る．

Tsapfnuku. Lang. S. Sakh. 卵．

Tsara. Lapyer. 口．

Tsaro. Lang. Mat. 口． Tsar. Pal. Kl. Kam. Balʼb. Kam. Kur. 口．

Tsyekishyerangi. （地 Shm.）（Zekischerangi），カスピ（Kaspi, Каспи）の近くの山．

Tsyenyetsb. Kl. Mat. 個数詞の⚑．

Tsyeppf. Mos. 魚．

Tsyep あるいは tsyepp. Mos. 魚（㽛ツプ）．

─ ma kina. Mos. シダの一種．

9140 Tsyepf. Dav. ⚑．魚． Lang. S. Sakh. Kl. Sakh.

─ karo. Dav. 魚のうろこ・はらわたを取る； ⇒ chyeb-kara.

─ koigi. Dav. 魚を獲る．

─ otchara. Dav. 魚の尻尾

─ khuma. Dav. 魚卵． Lang. S. Sakh. N： khoma.

─ yajdaj. Dav. 魚を引きずる； Pf. によると，tsyepp-ya-itaj は，itaj⽛引きずり移す⽜

から．
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Tsyesíbusʼ. （形）黄ばんだ．

Tsyetondu. Dav. 側柱； おそらく tsisye-tuntu か？

Tsyekhsíubyeusʼ. （形）黄色い．

─ posʼ, 黄色い布地（黄色い麻布）．

9150 Tsi. Mos. 名辞や動詞に先行し，完全ではない，本物ではないという概念を表している

ように思われる； セイヨウワサビ； 沸騰する，煮える，熟する，成熟する． Tsí.

Mos. pudendum virile（女性性器の外陰部）．

Tsiajkarap. Kl. Kam. 恥ずかしさ．

Tsiángi-kamùj. （名）シオグン（Siogun, Сіогун）あるいはタイクン（Tajkun, Тайкун）．

Tsiaragyesidyekka あるいは tsiaragisidyekka. Mos. 女神（tsiaraidyekka とも言う）．

Tsiárye-gutsì, あるいは─ kamùj, 年少の家の神，家の炉の神，火の神，（同）únchi-

kamùj.

Tsiástye. （名）歯茎の壊血病； ⇒ tsiónye.

Tsiaf. Kl. Mat. 鳥．

Tsiakhomsu (ziăchōmsūh). Kl. Kam. 恐怖．

Tsiákhryevye-ni. 弓形に曲がった木．（同）ákhteskye-ni

Tsiba. Mos. 熟する，成熟する（tsi,⽛煮える⽜から）．

9160 Tsibatari. Mos. 煮る．

Tsibatuj. Dav. 水路，航路（マツマイ島で）； Pf. によると，tsib および atuj⽛船が航行

できる海⽜から．

Tsibyeryekyep. Mos. 木の名．

Tsibyeryepani. Mos. 割られた薪； pyeryeba⽛割る⽜から．

Tsibi. Kl. Sakh. 海獣の皮でつくった舟． Mos. （tstspu とも言う），船．

Tsiboko. Lapyer. パセリあるいはレビスチカム．

Tsiboro. Mos. 魚卵．

Tsivashanu. Mos. 魚の名．

Tsivituonaj. （地 Shm.）ヴェンドゥヴェッサン（Vyendvyessan, Вендвессан）の南方にあ

る小川．

Tsiga. Lapyer. 男性性器． Mos. pudendum virile（あるいは tsî）．

Tsij. Dav. 煮る； ⇒ chi.

9170 Tsikaga. Lapyer. 普通の小さなツバメ．

Tsikàj. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 35 露里にある岬．

Tsikatsnyep. Mos. （チカイ子フ），十二支の 11 番目．

Tsikappo-shyetanni. Mos. 赤い実をつける日本の adzusa に似た木の名．
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Tsikappû. Mos. 木の名（日本語で gojôno matsu, 字義通りは：五つ葉の松）

Tsikapp. Mos. 鳥，とくに大きな． ─ rapp poronno, 羽（複数）（⽛poronno⽜による複

数の例）． Tsikap. Mos. 鳥．

Tsikararip. Mos. 甲殻動物の名，日本語の fito-tye（人の手）の一種，momidzi の木の葉

に似ている．

Tsikasino karu, いちばん端の，緊急の（時間について）．

Tsikákhkara. （動）指を曲げる． Tekh-, 鳥のくちばし状に指を曲げる．

Tsikakh-tokosà. （名）トクサ属の植物の一種（食用）．

9180 Tsikgunai. Dav. 罰金を課する．

Tsikyesirani. Mos. 木の名．

Tsiki. Mos. 時間； ～するとき，～なら． Tono orova shan-itaku inye-ani kuitaku-tsiki

pirikano inû yan. Mos. 彼が旦那に与えられた命令を果たしたとき，彼は大きな栄

誉を得たにちがいない．

Tsikina. Mos. しずく．

Tsikiri. Mos. 足． ─ komo. Mos. 足を曲げる． Tsikirr. Fyur. 足．

Tsikishani. Mos. 木の名．

Tsikkotoro. Mos. ものをすくう形にした手のひら．

Tsikobakui. Mos. ワニ．

Tsikojkip. Mos. 海の動物，海の怪物； kojki⽛捕える⽜から．

Tsíkorakhto. （名）どしゃぶり，豪雨（強くて大粒の，ざあざあ音をたてる）

9190 Tsikotyeru. Mos. 植物の名．

Tsikotsu. Mos. 私，私の． ─ tsisye. Mos. 私の家．

Tsikubyeni. Mos. 木の名， sophora japonica（エンジュ）．

Tsikuni. Kl. Sakh. 薪（Holz）． Mos.（tsiguni とも言う），薪．

Tsikupa-kikiri. Mos. （チクパキキリ），昆虫の名．

Tsikurubye. Mos. ヨモギ．

Tsikusa-guru. Mos. 星座の名．

Tsikusi. Mos. 曲がった道．

Tsimairye kamuj. Mos. 天の息子．

Tsimákina, あるいは chimákina. （名）ある食用の草． Mos. tsima-kina, セリ科レ

ビスチカム属の薬草．
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9200 Tsimianbye. Mos. 衣装，衣服，着物．

Tsimian. Mos. 着物，衣服； mi⽛衣服⽜から．

Tsimip. Mos. 着物，衣服； mi⽛衣服⽜から．

Tsimìsʼ, あるいは chimìsʼ. （名）日本の上衣； 日本語の単語．

Tsimokumokippi. Mos. 穀草植物の名．

Tsinana. Mos. 魚の名．

Tsinyetsf. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 個数詞の⚑．

Tsinita. Mos. 肺病に罹っている，やせる，夢で何かを見る，夢を見る．

Tsinita an. Mos. 夢見； 夢に見る，夢想する，空想する．

Tsinishi, あるいは tsinish. Mos. 雲（単数）．

9210 Tsinki. Dav. 裾． Mos. ふち飾り，着物の毛皮の縁，襟章．

Tsinukaru. Mos. 思いやりのある．

Tsinukara-guru. Mos. おおぐま座（字義通りは． 下をのぞいている人のように見える

もの）．

Tsinussi.（地 Shm.）サフコタン（Sakhkotan, Сахкотанъ）およびコタントゥル（Kotanturu,

Котантуру）の北方にある岬．

Tsinuchattyeku. Mos. 笑う，微笑む．

Tsioashi. Mos. 始まり； 始める．

Tsiónye, あるいは chiónye. （名）足の壊血病（腱の痙攣をともなう）．

Tsipakarap. Mos. 狭い，窮屈な．

Tsipashan. Mos. （チパシヤン），魚の名．

Tsipa-tsina. Mos. 探す（suchen）； 喜び； 初めの意味は，Pf. によると，pa⽛見つけ

出すこと，拾い物⽜と同様．

Tsipyeryebani. Mos. 割った薪．

9220 Tsipnunaj. （地 Shm.）クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にある小川．

Tsipo. Kl. Sakh. 櫂（かい）（Ruder）． Mos. 漕ぐ，漕いで進む．

─ guru. Mos. 漕ぎ手．

─ oman. Mos. 漕いで遠ざかる．

─ epp. Mos. 川あるいは池の貝．

Tsipu. Mos. （あるいは tsip），船．

─ ani. Mos. 船で，船に乗って． ─ ani rura, 船で同行する．

─ kishima. Mos. 船とともに泊まる．

Tsip, より良くは chip. （名）舟． Tsipp あるいは tsippu. Mos. 船．
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Tsip-maka. Mos. (tsipp-maka), 出帆する； 字義通りは： 船で別れる（zu Schiffe）．
─ o omàn (payàn), 船で発つ（行く）．
─ ta gye ne. Mos. おそらく⽛船の中で⽜．
Tsiraj. Mos. 魚の名．

9230 Tsiramandyep. Mos. 動物，獣．
Tsiramandi. Lang. S. Sakh. 熊．
─ sugrugin. Dav. 熊．
Tsiranbyesitye. Mos. 酒（ぶどう酒）．
Tsirankye-kyeutumu. Mos. 博愛の意図； 温和な，博愛の．
Tsirari. Kl. Mat. 星．
Tsiratsitsi-kyeryepp. Mos. フライパン，焼鍋．
Tsiri. Mos. 広い； 鳥，とくに小さい．
─ kojki. Mos. タカ； 字義通りは： 鳥を捕まえる．
─ mutsu. Mos. （チリムツ），植物の名．

9240 ─ nii. Mos. 幅の広い木材； v leksikone(23)： 木．
─ ush. Mos. 広さをもった，広い．
Tsironnop. Mos. キツネ（⇒ dyeryekye）および野生の獣全般．
Tsiron. Mos. 矢を当てる．
Tsirosinye-ibye. Mos. 魚の名．
Tsirosʼkójki. （名）骨の痛み（カリエスなどの際の）．
Tsirúnkara. （名）象嵌の施された娘の帯の鉄製のリング（アイヌ自身によって作られる）．
Tsisye. Lang. S. Sakh. Kl. Sakh. Mat. 家． Mos. ─ otta, 家の方へ，家へ．
─ koru guru. Mos. 主人，家の持ち主．
─ koru-myenoko. Mos. 女主人，女性の家の持ち主．

9250 ─ kotsi あるいは kotsu. Mos. 玄関の間，（建物の外側の）廊下，広間（字義通りは：家の
広がり）．

─ kotsi kamuj. Mos. マツマイ島の古代の住人； 字義通りは： 玄関の間の神々．
─ ne muni, 栽培された（自家栽培の）植物； 植物の名．
Tsisi. Mos. 家（tsishi とも tsisye とも言う）； 泣く（あるいは tsis）； 曲がった，曲が
りくねった道．

Tsisiva. Kl. Sakh. 泣く．
Tsisimaba. Mos. 意図，望み．
Tsisnyej. （地）⚑．カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の東方 61¼露里にあるアイヌと
日本人の混住の村．⚒．川（カルサコフから 62 露里にある）川．⚓．カルサコフの東
方 57 露里にある岬．
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Tsíspotusʼ（あるいは tsisʼpotusʼ）póni, 尻尾の近くにある腹びれ； ⇒ khotò.

Tsisʼ. （名）舟．（同）tsip および chip.

─ ni. （名）ポプラ．

9260 ─ o oman, あるいは tsisʼ áni oman, 舟で発つ．

─ sikirù, 舟がひっくり返った，転覆した（風で）．

─ kháu. （名）泣き声． Khyekátstsi tsisʼkháu einùf, 子供の泣き声がうるさい．

─ tsisʼ. （動）漏る（天井から），漏っている．（同）sirápa.

Tsisʼkayánkye. （名）男性の名．

Tsisʼya. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 112 露里にある小川．

Tsita. Lapyer. 鳥全般あるいは鳥の鳴き声．

Tsitarai. Mos. 何かを知らない，もの（こと）を知らないで．

Tsitarupye. Mos. 菰（こも）製（莚（むしろ）製）の屋根葺き材．

Tsitatani. Mos. 日本語の foya に似た甲殻動物の名．

9270 Tiupkye あるいは chupkye. Mos. （チウプケ），影．

Tsiû-puka. Mos. 北東（tsiupuka とも言う）．

Tsiurip. Mos. （チウリフ），長い形のヤマノイモ属の一種）．

Tsiurup. Mos. 川あるいは池の貝，⚑年の 12 番目の月．

Tsiueruibyeshioro. Mos. 十二支の名．

Tsitsimini. Mos. 切り落とされた木の幹．

Tsitsf. Kl. Mat. 魚．

Tsishiuue. Mos. （チシユウエ），結ばれている，くるまれている．

Tsienyenubye. Mos. 枕．

Tsienuibye. Mos. 枕．

Tskapp. Mos. 鳥．

9280 Tskapu ushʼ. Dav. 鳥がついばむ；Pf. によると，鳥でいっぱいである．

Tskapf. Lang. S. Sakh. 鳥． Kl. Sakh. 羽． Dav. 鳥．

─ nuku. Dav. 卵； Pf. によると，tsikapp noki.

─ rapu. 鳥の綿毛．

─ rapf poronno. Dav. 羽ペン（羽毛）（複数）． N．
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Tskapf-rapf shpyet. Dav. 羽； Pf. によると， tskapp rapp shnyepp（すなわち一本の鳥
の羽）．

─ tyekubi. Dav. 鳥の翼．
Tskivurini. Dav. 加工された丸太．
Tskiurini. Dav. 森．
Tsma. Lang. S. Sakh. 魚．
Tsmájyeri-kamùj, ミカド（Mikado, Микадо），日本の皇帝．

9290 Tsmatsyepf. Dav. 焼き魚． N： Pf. によると，imatsyepp（ima, あるいはma⽛焼く⽜
から）．

Tsnita. Dav. 寝言をいう； ⇒ tsinita.
Tsoamushkari. Dav. 忘れっぽい； ⇒ iramushkari； Nem.： tsramushkari.
Tspooman. Dav. かき出す（漕ぎ出る）．
Tssíòki. Dav. 商品．
Tsu. Mos. 形容詞を形成する小詞．
Tsubsam. Kl. Mat. 個数詞の⚘． Balʼb. Sakh. （zubssam）．
Tsuvatipnu. Dav. 広々と； Pf. によると，おそらく二語：tsuva の意味は不明；
shipnu は，shipu と書かなければならないだろう．また，shipu は shyep, shyepu（セ
プ）⽛広い，広大な⽜のことであろう．

Tsuyemambye. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 個数詞の⚘．
Tsuki. Kl. Mat. 月． Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 月（天体）．

9300 Tsukunaj. Mos. 報酬を受け取る（日本語の単語，褒美）．
Tsuri. Dav. 黒い貝（複数）．
Tsusityeku. Mos. 無言で，黙って； 黙っている．
Tsusityekuno. Mos. 無言で，黙って．
Tsuu. Lapyer. （tsouhou），太陽．
Tsutsb あるいは tsutsf. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 個数詞の⚒．
Tsybi. Dav. ⚑．船 ⚒．大型船，軍艦
─ raoshima. Dav. 船が沈む．
─ uvyenʼdi. Dav. 船が難破する； ⇒ vyentekh.
Tsybo. Dav. 異父同母の（原文では sino irivaku, tsybo）．

9310 Tsybyrukuru. Dav. ホオジロガモ．
Tsyva ebi ashʼkaj. Dav. 熟れる．
Tsyi. Dav. 陰茎．
─ va. Dav. 実が熟する． Tsi = chi および va.
Tsykuni. Dav. 薪．
Tsynita idakf. Dav. 浅い眠り；⇒ tsinita-itaku（Pf によると，⽛寝言を言う⽜）．
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Tsypova. Dav. 櫂で漕ぐ； ⇒ va.

Tsypoguru. Dav. 漕ぎ手．

Tsyri. Dav. 熱湯をかける，火傷させる．

Tsyronnop. Dav. ⚑．獣（単数）．

─ koigi. Dav. 獣を獲る．

─ noma. Dav. 獣の毛皮． N：⇒ numa.

─ uvattye. Dav. 獣（複数）．

Tsysye. Dav. 家．

9320 ─ va. Dav. 家の． N：このような語はない．

─ karupanchzhu. Dav. 指物師．

─ koruguru. Dav. 主人．

─ koruminogo. Dav. 女主人．

─ kshtaj. Dav. 屋根葺き材； ⇒ tishye-kitaj.

─ otta oman. Dav. 家で見つける． N：家に帰る．

─ otta khosybi. Dav. （私は）家に帰るところだ． N：家に帰る．

Tsysiva. Dav. 泣く．

Tsys. Dav. にゃおと鳴く． N： 泣く； ⇒ otsisʼ.

Tsyshiaga. Dav. 桁組み； Nem. Dav. tsishiaga, schteigi，叩く（klopfen）； Pf. に

よると，明らかに以下の代わり： tsisye aba shtajki, 戸を叩く．

Tsyshikotsi. Dav. 戸； Pf. によると，tsisye kots あるいは tsisye kotsi, 元々は，⽛家の

底⽜，その後⽛広間⽜．

Tsyshti. Dav. 追い払う．

Tsyaatòj. （名）唇の粘膜（口の）．

9330 Tsyápusʼ. （名）唇（単数），─ 舷側（船の）． Mosiri tsyapusʼ； chapusʼ とも言う．

Tsyaruyè. 繰り返して語る，他の人の言葉を伝える，陰口をきく； tsya-ruvyè あるいは

charuyè とも言う．

Ch.
Ch. アイヌ語の字母の 24 番目の文字．

Cha. （名）岸（川の）． Tan cha, こちらの岸． Arápyekh cha, あるいは kusùn cha,

向こう岸．（動）鋸で挽く． Ni cha, 薪を鋸で挽く． ─Brot. 茶． Mos. 茶（日

本語の tsia から）．
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